
新
L
ミ
』
　
フ

ラ
　
ン

ス
・
文
學
．

．
一

近
　
　
藤

等

溝
　
　
　
言
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二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
皐
は
、
過
去
の
こ
れ
圭
で
の
こ
の
園
の
文
鼻
が
そ
う
で
あ
つ
た
よ
う
に
、
百
花
絢
㎜
と
入
り
み
淀
れ
て
、
作

家
の
傾
向
、
揮
膿
、
恩
想
、
僑
念
も
檀
め
て
多
岐
多
角
で
あ
る
が
、
今
衣
大
殿
を
一
つ
の
境
と
L
て
、
フ
ラ
ソ
ス
思
想
界
、
砥
禰
界
に
は

撞
め
て
明
睦
な
境
界
融
が
ひ
か
れ
、
わ
れ
わ
れ
に
な
じ
み
深
か
つ
た
文
毅
、
ア
ン
ド
レ
．
ジ
イ
ド
、
ロ
マ
ソ
．
口
ー
ラ
ソ
、
一
ポ
ー
ル
、
ヴ
ァ
レ

リ
イ
、
ヂ
ュ
ア
メ
ル
、
モ
オ
”
ア
ッ
ク
、
そ
ロ
ア
な
ど
、
ガ
エ
タ
ン
・
ピ
コ
ン
が
「
フ
ラ
ン
ス
文
鼻
の
大
使
」
と
禰
し
た
人
λ
の
名
は
過
去

帳
の
中
に
封
ぜ
ら
れ
、
新
し
い
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
饒
ン
の
作
家
、
・
サ
ル
ト
ル
、
カ
、
ミ
ェ
、
ダ
ウ
」
イ
ッ
ド
．
ル
ウ
セ
、
ケ
ス
ト
ラ
ー
、
レ
イ
モ
ン
．

ケ
ノ
オ
、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ニ
ネ
、
ノ
ェ
ル
・
ド
ヴ
．
オ
、
ジ
ュ
リ
ァ
ソ
・
グ
ラ
ッ
ク
、
そ
れ
に
レ
ジ
ス
ク
ソ
ス
違
団
に
薫
を
吐
い
た
ヴ
ェ
ル
コ
オ
ル

一
涙
な
ど
の
名
が
う
か
ぴ
上
つ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
二
十
枇
紀
文
幕
に
か
ぎ
ら
す
、
文
｝
臭
の
一
つ
の
風
分
方
淡
と
L
て
、
こ
れ
を
世
代
で
直
切
る
一
つ
の
カ
法
が
あ
る
。
お
ぴ
た

だ
し
い
作
家
と
作
品
か
ら
な
る
こ
の
大
森
林
を
う
か
が
う
に
あ
た
つ
て
、
文
撃
的
世
代
t
よ
つ
て
こ
ル
を
直
分
す
る
行
き
方
は
サ
ン
ト
・
ヴ

ー
プ
に
よ
つ
て
導
入
せ
ら
れ
、
つ
づ
い
て
ア
ル
ベ
ェ
ル
・
テ
ィ
ボ
ヂ
ー
が
開
拓
し
（
彼
は
大
置
三
十
隼
毎
に
一
つ
の
文
箏
的
世
代
を
き
め
、
十
九

世
竈
丈
箏
史
を
囚
つ
に
巨
分
し
、
日
自
な
箏
成
と
艘
口
を
下
し
て
い
る
）
最
近
で
は
ア
ン
リ
・
ペ
イ
ル
な
ど
が
各
口
文
箏
臭
に
こ
れ
を
適
用
し
て
い

る
し
、
サ
ル
ト
ル
は
「
丈
｝
と
は
何
か
、
　
｝
九
四
九
年
」
の
中
で
、
ま
た
ガ
ェ
ク
γ
・
ビ
ョ
γ
は
「
新
フ
ラ
ン
ス
文
口
尼
皇
一
九
四
九
』

榊
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一
⑤
塁
冨
妻
§
ぎ
口
§
昌
8
一
・
目
；
昌
二
蕃
9
婁
ぎ
目
量
ξ
曾
旨
9
呈
マ
ζ
ル
・
ジ
ラ
ー
ル
は
「
現
代
フ
ラ
ン

ス
文
箏
塞
内
」
（
旨
彗
8
－
9
量
邑
一
㊥
己
ま
昌
－
o
g
忌
を
冒
－
葦
宵
葦
弓
o
、
｝
竃
櫓
舳
ε
巨
g
o
昌
9
ま
岩
旨
沙
μ
虞
9
雲
ξ
；

蟹
い
庁
O
曽
）
で
こ
の
方
法
を
操
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
0

　
そ
し
て
、
こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
の
文
厚
的
世
代
と
は
、
同
じ
膳
臭
的
、
時
代
的
扶
拐
下
に
丈
｝
上
の
活
聰
を
開
始
し
た
人
六
の
狼
Φ
を

指
L
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
崇
は
大
嗣
年
崎
的
に
も
同
じ
で
あ
り
、
文
箏
へ
の
デ
ビ
エ
ー
は
ふ
つ
う
二
十
茂
か
ら
三
十
茂
に

か
け
て
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
L
か
L
必
ら
す
し
も
そ
う
で
は
な
い
場
令
も
あ
り
、
例
を
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
と
つ
て
み
れ
ば
、
一
六
六
〇

年
に
、
そ
リ
エ
ー
ル
は
三
十
八
歳
、
ラ
ス
ィ
ヌ
は
二
十
一
歳
で
あ
つ
た
。
ま
た
例
を
ロ
ー
マ
ソ
派
に
と
る
な
ら
ぱ
、
一
八
三
〇
年
に
ラ
マ

ル
テ
ィ
ヌ
は
四
十
茂
で
あ
り
、
ミ
ユ
ッ
セ
は
二
十
旗
で
あ
つ
た
。
ま
た
年
齢
が
同
じ
。
で
も
、
同
じ
時
代
に
口
さ
な
い
作
蒙
も
あ
る
。
ノ
ア

ィ
ユ
夫
人
と
マ
ッ
ク
ス
・
ジ
ァ
コ
ブ
は
二
人
と
も
一
八
七
六
年
の
生
れ
で
あ
る
が
、
一
九
四
〇
年
に
、
前
着
は
す
で
に
時
代
の
夜
に
の
み

こ
ま
れ
て
い
る
が
・
雀
者
は
着
い
人
々
に
と
つ
て
な
お
理
代
作
蒙
の
一
人
と
み
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
え
カ
を
す
る

と
、
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
・
ン
と
い
う
イ
デ
ー
ー
が
必
ら
ナ
し
も
営
を
得
て
い
な
い
よ
う
に
も
と
れ
る
が
、
こ
二
で
は
、
同
じ
政
治
的
、
肚
臼
的

專
件
を
蟹
D
し
、
共
通
的
な
智
的
謡
．
螢
に
よ
つ
て
詰
ぱ
れ
た
作
崇
を
集
め
た
い
と
思
う
。

■
睡
臭
が
こ
の
時
代
を
匡
分
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
フ
ラ
之
ス
の
場
合
は
、
握
佛
殿
箏
が
缶
ジ
ュ
ネ
レ
ー
シ
，
ン
の
中
間
に

位
置
し
て
い
る
。

　
一
九
五
一
年
の
今
日
、
フ
ラ
γ
ス
は
一
八
七
〇
年
噴
に
生
れ
、
一
九
」
四
年
の
大
載
に
δ
加
せ
す
、
あ
る
い
は
大
吸
を
轟
巳
し
た
と
し

て
も
、
暁
に
彼
ら
個
人
の
個
性
と
い
う
も
の
が
漂
ぺ
形
威
せ
ら
れ
て
い
た
が
故
に
、
犬
段
が
彼
ら
の
作
品
に
依
大
き
な
影
8
を
あ
次
え
な

か
つ
た
人
々
が
ま
だ
生
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
九
〇
〇
年
に
三
十
歳
代
で
あ
つ
た
人
人
で
あ
り
、
二
十
帖
紀
の
最
御
の
ヅ
、
ネ
レ
ー

シ
■
ロ
ン
で
あ
る
。
弐
は
二
十
茂
か
ら
三
十
茂
の
間
に
錆
一
玖
大
職
に
参
加
し
た
人
人
で
、
青
春
を
大
吸
の
日
巾
に
す
ご
し
、
吸
線
か
ら
α

刎
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員
し
て
後
は
じ
め
て
作
品
を
讐
き
、
あ
る
い
．
は
蚕
表
し
た
人
λ
で
あ
り
、
こ
の
一
九
二
〇
年
代
の
ジ
ュ
ネ
レ
ー
シ
，
ン
は
「
職
火
の
ジ
’

ネ
レ
ー
シ
，
シ
（
■
8
⑭
曾
9
9
－
竃
旨
、
ε
）
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
最
後
は
第
二
弐
大
俄
に
参
加
し
た
人
λ
、
一
九
四
〇
年
に
、
二
十

茂
代
の
着
者
で
あ
つ
た
、
第
三
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
，
ン
で
、
こ
れ
は
「
マ
キ
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
，
ン
」
（
■
8
器
目
跨
黒
す
目
音
冒
2
邑
o
）

で
あ
る
。

　
艀
放
後
の
今
日
の
フ
ラ
ソ
ス
は
こ
の
三
つ
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
，
ン
か
ら
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
の
間
は
、
こ
の
第
一
及
ぴ
第
二
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
、
。
ソ
が
文
竈
を
し
め
て
い
た
わ
け
で
、
■
一
九
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

○
年
代
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
毘
す
る
ロ
マ
ン
・
ロ
ー
ラ
ン
、
ボ
ー
ル
・
ヴ
ア
レ
リ
イ
、
ア
ソ
ド
レ
・
ジ
イ
ド
、
マ
ル
セ
ル
．
プ
ル
ウ
ス
小

ポ
ー
ル
・
ク
ロ
オ
デ
ル
な
ど
の
人
人
は
、
一
玖
大
職
前
に
は
頭
角
を
ま
花
現
わ
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
司
ン
の
作
蒙
が
伐
の

注
目
を
あ
ぴ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
お
そ
く
、
一
年
齢
的
に
表
え
ぱ
五
十
歳
以
後
、
ペ
ギ
イ
や
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
な
ど
は
そ
の
死
後
は

じ
め
て
間
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
と
み
て
よ
い
。
こ
う
し
た
晩
年
の
城
功
に
襲
杏
し
、
・
一
カ
で
は
師
を
求
め
る
若
い
人
々
の
賞
藪
に

鼓
舞
さ
れ
て
、
こ
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
軋
ン
の
作
家
は
第
一
攻
大
馳
後
、
第
二
玖
大
職
ま
で
の
閥
に
最
も
光
榮
あ
る
立
場
■
に
あ
つ
た
人
A
で

あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
－

　
家
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
口
す
る
ジ
ュ
ー
ル
・
ロ
マ
ン
、
チ
ュ
ァ
メ
ル
、
ジ
ロ
ド
ウ
、
マ
ル
ク
ソ
・
デ
ュ
・
ガ
ー
ル
な
ど
の
人
々
は
、
彼

ら
を
支
持
し
、
．
こ
の
二
つ
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
冒
ソ
の
間
に
は
、
劃
立
も
な
く
、
■
一
致
と
繍
令
が
あ
つ
た
。

　
量
筍
に
一
九
四
〇
年
に
は
、
三
っ
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
，
ン
は
、
人
間
の
尊
嚴
と
自
曲
を
守
る
た
め
に
か
ん
ぜ
ん
と
繕
合
し
、
勧
狽
抵
抗

違
聰
に
緒
合
し
、
「
レ
ジ
ス
ク
ソ
ス
の
文
｝
」
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

‘
二

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
文
鼻

1羽



ω

　
銘
三
靱
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
・
ン
の
着
人
た
ち
は
・
第
一
弐
犬
戊
を
逗
臼
し
て
い
な
い
ρ
、
彼
ら
は
犬
聰
中
・
あ
る
い
は
大
吸
と
相
前
後
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

て
生
れ
た
人
λ
で
、
直
接
犬
載
の
影
讐
は
こ
う
む
ら
な
か
つ
た
。
彼
ら
の
幼
年
時
代
は
、
幸
蘭
な
平
和
の
う
ち
に
す
ご
さ
れ
た
。
確
か
に

一
九
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
の
世
界
ぼ
等
稔
な
世
．
の
．
中
で
あ
り
、
文
明
は
す
こ
や
か
な
嚢
展
を
L
て
い
く
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

青
蒜
時
代
に
な
る
と
、
彼
ら
は
ま
す
披
界
轟
涼
恐
涜
に
さ
ら
さ
牝
、
多
く
の
育
年
は
箏
業
に
落
蒲
い
て
は
げ
む
こ
と
が
囲
雌
に
な
つ
て
き

た
。
つ
づ
い
て
異
目
か
ら
遠
雷
の
ひ
ぴ
き
が
き
こ
え
て
き
た
。
エ
チ
オ
ビ
ア
優
賂
、
支
那
事
饗
…
・
パ
・
と
く
に
彼
ら
に
祓
接
ひ
ぴ
い
た
の
は

三
六
年
の
ス
ペ
イ
ン
の
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
、
フ
ラ
ン
コ
の
叛
飢
で
あ
つ
た
o
こ
の
頃
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
は
ナ
チ
ス
と
フ
ァ
ッ
シ
ス
ム
に
謝
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
低
抗
を
示
し
、
文
県
者
も
ま
た
文
事
雑
誌
に
政
治
的
諭
文
を
禍
げ
、
冒
諭
界
は
一
切
を
あ
げ
て
フ
ア
ッ
シ
ス
ム
と
の
悩
．

い
に
投
じ
た
。

　
一
九
三
九
年
九
月
三
日
、
つ
い
に
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
と
は
ド
イ
ツ
と
職
箏
献
態
に
入
つ
た
が
、
翌
年
の
五
月
、
ド
イ
ヅ
軍
は
破
竹

の
身
い
で
フ
ラ
ン
ス
を
席
捻
し
、
六
月
十
四
n
に
パ
リ
肚
階
落
し
、
二
十
二
日
に
は
休
殿
條
約
調
印
、
七
月
に
は
ペ
ク
ン
、
ラ
ヅ
γ
ル
政

府
が
ヴ
ィ
シ
ー
に
成
立
し
、
ナ
チ
ス
と
の
協
カ
政
策
を
と
つ
た
。

　
ナ
チ
ス
占
領
軍
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
秩
序
」
な
る
も
の
を
ツ
ラ
ソ
ス
に
押
し
つ
け
た
が
、
そ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
膿
殺
、
自
曲
主
義
者

と
共
産
主
義
着
の
適
放
、
大
鼻
の
自
治
の
腫
迫
、
扉
閥
の
御
州
化
、
勢
働
綱
合
の
解
散
な
ど
に
ほ
か
な
ら
独
か
つ
た
。
フ
ジ
ソ
ス
人
の
初

虜
は
休
吸
芭
定
の
約
束
に
も
か
か
わ
ら
す
箇
つ
て
こ
な
い
。
ド
イ
ツ
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
と
の
紛
箏
は
す
ぺ
て
フ
ラ
ン
ス
人
捕
虜
の
腱
殺
に

よ
つ
て
報
い
ら
れ
、
日
に
何
十
人
か
の
着
者
は
銃
殺
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
は
苦
機
の
ど
ん
底
に
沈
ん
だ
か
の
感
が
あ
つ
た
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
し
か
し
、
敗
北
の
日
か
ら
、
精
疎
と
恩
想
に
よ
つ
て
フ
．
フ
ン
ス
．
の
向
曲
を
取
展
す
固
い
は
は
じ
ま
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
フ
ラ
ソ
ス
の
丘
＾
±
よ
、
諸
乱
淵
“
か
ど
こ
に
い
㌧
よ
う
と
も
切
胆
＾
り
あ
一
か
れ
！
」

　
艘
は
ド
ー
ヴ
7
海
峡
を
渡
つ
て
ロ
ン
ド
ン
か
ら
き
こ
え
て
き
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
い
る
ド
・
ゴ
ー
ル
維
箪
が
、
貞
酌
フ
一
フ
ン
ス
政
府
の
樹
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立
と
殿
争
糧
絞
を
放
邊
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
決
意
を
促
し
た
川
フ
ラ
ソ
ス
人
は
抵
抗
迎
動
に
た
ち
あ
が
つ
た
。
文
騨
箭
た
ち
の
「
抵
抗
運

聰
の
文
皐
」
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
貞
商
解
放
を
同
的
と
し
て
、
敗
北
の
H
か
ら
は
じ
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
推
箪
し
て
い
た
劣
く
の
作
蒙
が
あ
つ
た
。
名
作
「
夜
間
飛
行
」
「
南
カ
飛
行
」
の
作
家
で
あ
り
、
「
職
う
操
誰
士
」
（
一
九
四
二
年
）

を
費
し
て
、
一
九
四
四
年
の
夏
、
追
■
機
を
駿
つ
て
職
隷
に
赴
い
た
ま
ま
つ
い
に
硲
ぴ
蟻
ら
な
か
つ
た
サ
ソ
・
テ
ク
ジ
ュ
ペ
リ
、
聯
含
堆
の

ノ
ル
マ
ン
デ
イ
上
睦
後
、
武
簑
蜂
超
し
た
フ
ラ
ン
ス
園
内
軍
の
大
尉
と
し
て
職
い
、
四
四
年
に
戦
死
し
た
ジ
ァ
ン
・
プ
レ
ヅ
オ
、
ア
ル
サ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

・
ロ
ー
レ
ソ
で
マ
キ
を
組
織
し
て
聯
合
軍
に
趨
力
し
た
ア
ソ
ド
レ
・
マ
ル
ロ
オ
、
ア
ン
ド
レ
・
シ
や
ソ
ソ
ン
な
ど
…
…

　
し
か
L
軍
事
的
側
繭
に
お
け
る
抵
抗
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
多
く
の
作
家
は
秘
密
閉
版
に
よ
つ
て
政
拾
的
、
文
化
的
に
抵
批
遮
動
に
身

を
投
じ
た
。

　
ジ
ャ
ッ
ク
斥
ク
ゥ
ル
は
「
作
家
國
民
詳
議
倉
」
．
（
O
◎
邑
忍
尾
隻
9
巳
口
魯
目
o
｝
旨
邑
暮
）
を
つ
く
り
、
機
闘
紙
．
「
レ
ッ
ト
ル
・
ソ
ジ

ソ
セ
ェ
ズ
」
を
つ
く
つ
た
。
こ
の
雑
誌
は
秘
密
閑
版
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
つ
た
が
・
一
九
四
二
年
・
同
紙
が
ゲ
シ
ュ
ク
ボ
に
鯉

わ
れ
た
時
、
彼
は
摘
え
ら
れ
銃
殺
さ
れ
た
が
、
そ
び
時
、
拷
間
さ
れ
て
も
同
志
の
名
を
向
自
し
な
か
つ
た
の
で
、
職
前
「
エ
メ
ニ
ル
ニ

フ
」
の
銅
無
長
で
あ
つ
た
ジ
ァ
ソ
・
ボ
ー
ラ
ソ
が
彼
の
後
を
つ
い
で
圃
紙
を
繊
刊
し
、
抵
抗
遡
動
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。

　
「
作
蒙
園
民
許
畿
禽
」
は
フ
ラ
ン
ス
の
作
蒙
に
炎
の
よ
う
に
よ
ぴ
か
け
て
い
る
。

　
　
1
「
フ
ラ
ソ
ス
が
持
つ
て
い
る
言
藁
を
見
…
…
せ
、
わ
が
団
図
が
死
の
危
陰
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
き
功
氣
を
あ
た
え
、
贋
竈
を
叫
ぷ
曽
藁
を
…
…

　
　
東
部
で
の
ロ
シ
ャ
の
艘
果
、
わ
れ
わ
机
閉
含
図
と
と
も
に
よ
ろ
こ
ん
で
咬
つ
て
い
る
フ
ラ
ソ
ス
の
同
胞
の
峨
果
の
報
ら
せ
を
金
フ
ラ
ソ
ス
に
握
げ
よ
。

　
ヴ
ィ
シ
ー
の
命
令
を
撫
け
、
虜
刑
さ
れ
た
者
、
牢
戴
に
い
る
宕
、
秘
街
の
グ
ル
ー
ブ
、
強
制
笏
ω
を
撞
絶
し
た
非
含
淡
生
活
の
人
々
の
た
め
に
，
諸
揖
。

　
の
簑
竈
と
知
’
■
と
を
用
い
・
よ
・
：
・
：

　
　
Q
葛
に
も
｛
わ
が
口
土
の
上
に
も
、
竈
肴
の
同
胸
の
臭
竈
金
讐
を
知
ら
し
め
、
2
口
的
轟
を
支
え
る
こ
と
は
、
作
簑
た
ち
よ
、
と
り
お
け
諸
甫
の

28，



　
仕
じ
で
あ
る
、
お
ホ
竈
8
宕
た
ち
の
書
竈
の
正
し
い
o
口
に
よ
り
て
、
す
ぺ
て
の
人
々
の
蟹
o
を
口
い
お
こ
さ
せ
よ
．
竈
君
の
仕
■
と
i
竈
と
の
も
つ

　
と
も
よ
き
も
の
を
、
口
に
ら
た
え
よ
・
わ
机
わ
れ
の
吏
箏
を
に
犬
に
し
た
人
々
の
、
単
に
養
相
口
着
で
は
な
く
、
o
竈
着
で
あ
机
…
…
」

　
塾
宕
閉
版
の
意
味
の
銘
一
は
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
コ
毘
に
眞
宣
の
惜
報
を
掻
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
（
四
〇
年
六
月
以
後
、
フ
ア
ッ
．

シ
ス
ト
の
碑
用
新
聞
以
外
は
す
べ
て
巖
刊
と
な
つ
た
。
な
拾
一
九
四
三
年
末
に
非
含
淡
新
聞
の
説
者
籔
は
南
7
ラ
ソ
ス
だ
け
で
も
一
五
〇

萬
と
さ
れ
て
・
い
る
。
）
第
二
は
佑
大
な
フ
ラ
ソ
ス
文
箏
の
軸
景
で
あ
つ
た
。
ま
た
エ
ド
ワ
ー
ル
・
テ
ッ
セ
は
「
現
代
フ
ジ
ン
ス
思
想
の
展
望
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

＾
目
色
O
ζ
彗
色
－
チ
O
｝
匿
9
一
目
竃
＾
豊
｝
旨
弓
O
日
限
㊦
↓
冒
目
唱
…
竃
9
0
言
色
－
〇
一
漢
O
O
）
の
中
で
抵
抗
者
の
文
阜
に
つ
い
て
充
の
よ
う
に
遮
ぺ

て
い
る
。

　
■
「
鶉
囲
の
活
動
カ
に
竈
さ
れ
て
い
る
器
的
作
品
、
政
治
的
ま
た
吐
會
的
同
的
1
こ
向
っ
・
た
作
品
、
作
家
の
役
割
に
っ
い
て
の
諭
箏
、
こ
う
し
た
も
の
が
抵

　
抗
着
の
文
暴
の
三
つ
の
韮
冥
な
特
竈
の
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
自
胸
で
薩
接
的
な
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、
一
腹
に
短
か
く
て
、
力
の
擬
堆
し
た
詩
は
、
そ
の

　
一
っ
一
っ
が
侵
人
者
に
勢
す
る
矢
で
あ
る
。
小
黎
の
骨
粗
は
、
衡
然
Q
日
伜
家
の
そ
れ
で
あ
り
、
主
人
公
の
抵
抗
は
、
毎
日
理
想
の
た
め
に
己
れ
の
坐

　
命
を
輿
え
て
い
る
人
々
の
そ
れ
に
一
藪
す
る
も
の
で
あ
る
．
諭
丈
、
エ
ッ
セ
ィ
、
批
評
、
国
、
威
い
u
小
寵
な
ど
の
政
拾
的
、
就
衡
的
目
的
は
“
っ
ね

　
に
は
っ
き
り
表
鯛
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
勇
賦
な
史
詩
的
文
箏
や
、
羽
硫
の
っ
い
た
愛
國
主
義
、
叱
れ
か
ら
ひ
た
す
ら
國
箏
の
た
め
に
の
み
張
り
っ

　
．
め
ら
れ
た
無
慈
懇
で
冷
蟹
な
意
志
と
い
つ
た
も
の
は
殆
ど
な
い
．
口
う
恩
想
、
、
作
家
兵
土
、
暴
の
膿
に
知
識
人
の
と
る
ぺ
き
立
暢
の
慨
念
、
そ
う
い

　
つ
た
も
の
が
抵
抗
着
の
作
昂
の
テ
ー
マ
に
於
げ
る
、
主
奥
な
特
竈
の
一
つ
を
形
づ
く
つ
て
い
る
o
」
（
前
記
憐
、
一
九
閂
O
年
後
の
佛
文
阜
、
新
庄
嘉
章

　
氏
鶉
よ
り
）

　
以
上
で
低
抗
の
文
阜
の
特
徴
は
理
俣
で
き
た
と
恩
う
が
、
そ
の
護
表
機
醐
は
、
薪
閉
形
式
と
し
て
は
前
紐
の
「
レ
ッ
ト
ル
・
フ
ラ
ン
セ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

ズ
」
の
ほ
か
「
エ
ト
ア
ル
」
カ
ミ
ュ
の
や
つ
て
い
た
「
コ
ン
バ
」
な
ど
で
あ
り
、
小
型
の
単
行
本
形
式
を
と
つ
。
て
秘
窃
山
…
版
さ
れ
た
ヅ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

ル
コ
オ
ル
た
ち
の
「
深
夜
簑
昏
」
（
旨
o
目
婁
S
◎
昌
色
O
冒
巨
邑
甘
）
で
あ
つ
た
O

㎜



；1

深
夜
養
審

　
涙
夜
簑
杳
の
第
一
巻
は
一
九
四
二
年
、
む
め
て
困
讐
な
跳
湖
下
に
刊
行
さ
れ
た
。
若
者
は
グ
ェ
ル
コ
オ
ル
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
つ
け

た
、
本
名
を
ジ
ァ
ン
・
プ
リ
ュ
レ
と
い
う
讐
家
、
作
は
濤
の
沈
黙
（
旨
留
－
ε
8
ま
す
冒
考
、
目
臼
害
旨
－
g
岸
畠
も
）
で
あ
る
。

　
・
こ
の
作
品
こ
そ
レ
ジ
ス
ク
ン
．
ス
文
｝
の
代
表
的
な
作
品
で
あ
り
、
抵
抗
の
な
か
か
ら
の
み
生
れ
る
こ
と
の
で
き
た
侮
代
な
作
品
で
あ
り
．

か
く
し
て
「
匿
臭
は
あ
る
美
し
い
甘
に
、
ま
た
あ
る
悲
刷
的
な
圓
に
、
粗
摘
家
ジ
f
ン
．
プ
リ
戸
レ
を
し
て
作
家
ゲ
ェ
ル
」
オ
ル
た
ら
し
め

た
」
（
ル
イ
・
ア
ラ
。
コ
ン
）
の
で
あ
つ
た
。

　
　
「
海
の
沈
黙
」
は
ナ
チ
ス
一
の
似
柔
政
策
の
僚
岱
を
ば
く
ろ
し
、
占
領
軍
に
あ
く
ま
で
も
沈
黙
の
抵
抗
を
つ
づ
け
る
知
畿
人
の
生
活
を
杳

．
い
た
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
ふ
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
園
の
文
皐
は
死
に
絶
え
て
い
な
い
こ
と
を
ソ
ジ
ン
ス
國
民
と
世
界
に
向
つ

て
あ
き
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
－

　
謡
り
芋
が
「
私
」
で
あ
る
物
謡
る
物
謡
の
形
式
を
と
つ
た
こ
の
作
品
は
、
一
九
W
O
年
の
十
一
月
か
ら
翌
年
の
琳
に
か
け
て
ナ
チ
占
徴

下
の
フ
ラ
ソ
ス
の
片
冊
舎
、
叔
父
と
そ
の
姪
と
が
二
人
で
倍
し
い
生
活
を
し
て
い
る
崇
が
接
牧
さ
れ
て
、
作
幽
家
で
あ
り
理
准
は
ド
イ
ツ

箏
庸
校
と
な
つ
て
い
る
エ
プ
レ
ナ
ク
が
假
り
の
宿
を
と
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
〇

　
　
一
人
の
雄
鼎
と
二
つ
の
沈
敦
か
ら
な
る
奇
妙
な
命
請
は
、
揃
度
に
簡
潔
な
離
致
を
も
つ
て
辿
る
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
く
o
翌
年
の
雑

ド
イ
ツ
膀
校
は
休
暇
を
得
て
パ
リ
ー
に
で
か
け
る
が
、
彼
が
夢
み
て
い
た
狽
佛
捷
携
の
理
想
は
仲
間
に
一
笑
さ
れ
て
し
ま
う
。

2

　
「
わ
れ
わ
れ
は
菓
竈
で
レ
な
け
机
ぼ
薫
竈
い
で
も
な
い
．
フ
ラ
ン
ス
を
た
た
き
漬
す
り
首
を
口
ん
だ
の
泥
。
た
た
き
竈
し
て
や
る
。
そ
の
カ
泥
け
で

は
な
い
・
引
を
だ
。
あ
の
コ
が
一
香
犬
き
な
危
D
だ
．
こ
れ
が
・
」
の
今
の
仕
専
さ
。
間
竈
つ
ち
や
ム
園
る
、
暫
。
こ
つ
ち
の
笑
臼
と
・
」
つ
ち
の
o
り
で

獅



口

口
ら
せ
る
の
だ
．
あ
の
ヨ
を
邊
o
る
叱
犬
に
す
る
の
だ
」

泌

　
こ
う
し
た
勝
利
者
た
ち
の
蟹
行
を
隈
の
あ
走
り
に
し
た
彼
は
、
蟷
つ
て
も
二
人
に
禽
う
功
氣
が
な
く
、
最
後
に
「
こ
れ
か
ら
坐
え
る
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

が
屍
脇
で
育
つ
こ
と
に
な
る
廣
人
と
し
た
平
原
、
地
獄
行
」
を
志
鰯
す
る
の
で
あ
る
。

　
閉
彊
の
前
夜
、
彼
は
こ
れ
ま
で
一
度
も
返
裏
し
て
く
れ
な
加
つ
た
フ
ラ
ン
ス
の
娘
に
「
御
概
熔
よ
う
」
と
つ
ぶ
や
く
。
こ
の
旋
燐
正
し

い
ド
ィ
ツ
士
官
に
ひ
そ
か
な
好
意
を
よ
せ
は
じ
め
て
い
た
彼
女
も
、
つ
い
に
た
ま
り
か
ね
て
、
ご
く
ひ
く
い
醗
で
「
御
概
鯖
よ
う
」
と
答

え
る
o
利
率
は
ほ
つ
と
し
た
氣
持
に
な
つ
て
那
を
閉
め
て
州
て
行
く
o

　
　
「
魏
日
、
私
が
朝
の
牛
乳
を
敏
み
に
行
づ
た
跨
、
．
彼
伐
も
う
㎜
擾
し
て
い
た
。
蛭
は
い
つ
も
の
し
う
に
糊
食
の
…
川
意
を
す
ま
せ
て
い
た
。
彼
女
は
お

　
し
だ
ま
っ
た
ま
ま
、
牛
乳
を
つ
．
い
だ
．
二
人
は
獣
つ
で
の
ん
だ
。
外
で
は
霧
を
遡
し
て
、
杏
自
い
闘
が
撒
っ
て
い
た
。
と
て
も
狼
い
と
い
う
気
が
し
た
」

　
讐
に
も
の
し
す
か
な
幕
切
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
抵
抗
の
高
ら
か
な
叫
ぴ
や
怒
り
や
雌
嚢
は
な
い
。
そ
牝
は
一
見
渦
梱
的
な
附
面
的
抵

抗
で
あ
る
が
、
そ
の
激
烈
な
詞
子
の
な
い
と
こ
ろ
に
か
え
つ
て
楳
強
い
抵
抗
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
〇

　
一
九
卿
三
年
に
ヴ
ェ
ル
コ
オ
ル
が
咄
し
た
第
二
作
「
星
へ
の
歩
み
」
（
－
き
冒
昌
Ω
ぎ
陣
－
．
♂
o
旨
）
は
ド
イ
ツ
が
…
川
い
た
人
質
に
よ
る

騒
唾
政
策
の
残
思
さ
を
鍾
く
つ
い
た
作
品
で
、
形
式
は
「
海
の
沈
獣
」
を
そ
の
圭
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
主
人
公
ト
ー
了
ム
リ

ツ
ツ
は
幼
時
チ
し
ツ
コ
に
あ
る
家
底
を
蝸
奔
し
、
夢
に
ゑ
が
い
て
い
た
直
曲
の
國
フ
ラ
ン
ス
ロ
移
仕
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
女
性
と
繍
婚
L
雑
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

臼
な
生
活
を
厨
む
が
、
愛
す
る
恩
子
は
銘
一
表
大
載
で
賊
死
し
、
自
分
も
ま
た
第
二
衣
大
鞍
で
ゲ
シ
＾
ク
ボ
■
の
手
北
と
な
つ
た
ペ
ク
ソ
政

府
の
フ
ラ
ン
ス
憲
兵
に
銃
殺
さ
れ
る
一
人
の
誠
資
拡
男
の
物
謡
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
コ
オ
ル
は
つ
づ
い
て
一
九
四
六
年
に
「
夜
の
武
器
」

＾
冒
o
ト
｝
良
轟
膏
す
昌
ε
と
い
う
作
昆
の
中
で
、
ナ
チ
の
補
膚
牧
審
漸
で
毎
日
死
ん
で
行
く
同
胞
を
か
ま
ど
に
投
げ
こ
む
役
を
命
じ



ら
れ
、
解
放
後
故
瑠
へ
蝪
つ
て
も
一
度
失
つ
た
人
間
の
資
格
を
回
彼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
暗
殺
さ
れ
た
魂
」
を
物
識
っ
て
い
る
。
こ

、
の
作
晶
は
小
読
的
披
巧
に
お
い
て
前
者
に
す
ぐ
れ
、
勝
利
後
の
作
晶
で
あ
る
が
、
レ
ジ
ス
ク
ン
ス
の
笛
際
迦
動
か
ら
坐
れ
た
作
品
と
し
て

注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
o

　
ヴ
．
エ
ル
コ
オ
ル
の
他
に
深
夜
版
に
活
躍
し
た
作
家
の
作
品
は
・
第
二
雀
は
ジ
ヤ
ッ
ク
・
マ
リ
ク
ソ
の
「
災
晒
在
透
し
て
」
（
旨
£
一
嚢

旨
■
ユ
雪
－
b
｝
↑
淳
目
く
o
冒
－
㊥
～
踏
目
四
可
o
）
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
そ
リ
ア
ッ
ク
の
「
黒
い
芋
幡
…
」
（
句
、
8
0
｝
◎
さ
旨
導
筥
『
ぎ
Ω
…
■
o
o
β
げ
｝
脅
目
◎
｝
）

エ
ル
ザ
・
ト
．
リ
オ
レ
の
「
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ソ
の
糠
人
た
ち
」
＾
肉
－
呂
向
ユ
o
H
g
一
■
霧
ト
8
嘗
目
8
ら
．
＞
三
〇
司
暮
箏
）
ゲ
シ
ュ
ク
ボ
に
揃
え
ら
れ

た
蜻
人
た
ち
の
獄
中
生
活
の
驚
く
べ
き
物
諮
、
ク
ロ
ー
ド
÷
ヴ
リ
ー
ヌ
の
「
浪
費
さ
れ
た
時
間
」
（
〇
一
姜
宕
■
＞
く
昌
篶
一
■
o
H
o
冒
尼

宍
◎
3
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ギ
ィ
の
「
降
伏
と
抵
抗
」
（
o
ぎ
二
塁
勺
禽
ξ
一
〇
毫
㎞
ξ
一
註
8
g
思
o
ζ
隻
ε
）
ゲ
シ
ェ
タ
ポ
に
よ
る
知
識
人

讐
牲
者
に
捧
げ
ら
れ
た
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
．
の
「
精
疎
に
樹
す
る
犯
銚
」
（
■
9
汀
＞
旨
o
司
8
、
■
o
o
；
暮
S
ま
竃
H
．
易
肩
旨
）
な
ど
で
あ

）
、
そ
L
て
最
後
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ア
グ
ン
．
の
「
肉
商
の
蹄
ぴ
か
け
に
」
（
Ω
θ
o
轟
㊥
ト
旨
目
一
↑
H
．
一
毫
肩
｝
き
旨
彗
一
9
忍
）
　
一
九
岬
…

年
、
八
月
、
三
十
日
で
地
下
榊
版
は
繕
り
、
解
放
後
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
灸
く
向
H
下
に
お
か
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

四
　
薪
し
き
フ
ラ
ン
ス
文
學
σ
誕
生

蟹

　
第
二
弐
大
駿
は
フ
ラ
ン
ス
に
多
く
の
教
訓
を
残
L
た
が
、
職
囲
、
敗
北
、
捕
虜
、
絶
繁
、
死
、
抵
批
…
…
…
…
な
ど
の
苛
餅
な
四
年
間

は
文
畢
に
も
大
き
な
影
讐
を
興
え
す
に
は
拾
か
な
か
つ
た
。
．
そ
し
て
一
九
四
五
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
、
小
畿
、
詩
、
劇
の
多
く
の
作

品
が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
つ
て
文
幕
の
載
後
時
代
が
は
じ
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

　
職
後
の
フ
ラ
ン
ス
文
暮
の
主
要
な
特
徴
は
作
崇
が
建
設
的
な
肚
禽
的
役
創
を
持
と
う
と
努
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
抵
批
の
胴
騎
か
ら

近
代
個
人
主
簑
的
人
間
日
の
否
定
に
ま
で
導
か
れ
る
款
た
な
人
間
の
臼
念
で
あ
ぢ
。
ド
イ
ヅ
軍
占
領
蝸
間
の
よ
う
な
自
己
反
省
の
時
期
の

287



筍

1
蟹
で
は
、
そ
の
反
m
と
し
て
、
慧
し
い
貝
、
、
讐
し
い
口
念
が
欲
求
さ
れ
た
の
は
桓
め
て
」
営
弧
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
古
奥
的
な
作
晶
は
一
時

的
で
は
あ
る
が
記
者
の
県
味
が
そ
れ
た
。
ま
た
海
外
に
亡
命
し
て
い
た
大
家
た
ち
ジ
ュ
ー
ル
ニ
マ
く
．
マ
リ
ク
ン
、
モ
ロ
ア
＾
彼
は
六
年

周
の
涜
外
生
活
巾
、
九
千
三
酉
冊
の
謄
書
を
占
領
軍
に
掠
砧
さ
れ
た
）
汝
ど
は
職
前
の
盛
名
か
ら
期
待
さ
れ
た
よ
う
な
籔
迎
は
う
け
な
か
つ
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
は
自
分
た
ち
と
と
も
に
苛
醗
な
試
練
を
わ
か
ち
あ
い
、
自
分
た
ち
と
と
も
に
進
巌
し
て
行
つ
た
作
蒙
の
作
品
を
誠
み
た
い
と

、
恩
つ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
ヂ
ユ
ア
メ
ル
、
ジ
イ
ド
（
彼
ほ
蔵
後
の
サ
ル
ト
ル
、
カ
ミ
ュ
た
ち
の
「
詮
加
の
文
蟻
」
は
オ
ポ
ル
チ
ェ
ニ
ス
ム
の
丈
螂
で
あ
る
と
批
難
し
て
い

る
）
あ
る
い
体
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
中
廠
程
健
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
間
魑
で
泳
く
、
坐
き
る
こ
と
の
廿
爽
な
幸
禰
は
■
、
向
己
の
存
准
の
隈
界

や
人
間
の
燦
件
そ
の
も
の
に
突
き
醤
つ
た
彼
ら
著
人
に
と
つ
て
は
理
想
で
は
な
く
、
幸
瀬
に
生
き
る
よ
り
も
、
雄
λ
し
く
生
き
る
こ
と
が

着
き
ジ
エ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
念
願
で
あ
り
、
そ
の
よ
き
乎
本
を
し
め
し
た
サ
ン
・
プ
ク
ジ
ュ
ペ
リ
や
ジ
ヤ
ヅ
ク
・
ド
ク
ヴ
ル
、
あ
る
ぺ
は
ジ

7
ソ
・
プ
レ
ダ
オ
な
ど
が
厳
と
さ
れ
、
す
べ
て
の
立
場
に
立
つ
作
蒙
の
作
品
も
激
動
し
て
い
る
現
賞
枇
界
の
巾
に
閉
確
に
位
赴
づ
け
ら
れ
い

か
に
し
て
生
く
べ
き
か
と
い
う
間
題
と
劃
決
し
「
人
間
を
肚
膏
的
、
心
理
的
t
限
定
す
る
よ
り
、
人
間
を
み
す
か
ら
の
う
ち
に
金
的
に
描

ぴ
つ
け
、
旦
慶
史
の
中
に
金
的
に
参
加
さ
せ
る
」
＾
ビ
コ
ン
『
赦
ブ
ラ
ン
ス
文
事
展
望
』
）
こ
と
が
閥
魎
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
文

箏
は
多
か
れ
少
な
か
れ
「
肚
含
に
参
劃
す
る
文
阜
」
（
■
臼
奏
叙
§
ε
冨
皇
零
黒
㊦
）
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
「
肚
含
に
参
劃
す
る
文
鼻
」
に
つ
い
て
は
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ラ
ー
ル
は
家
の
よ
力
に
定
義
を
下
し
て
い
る
。

㎜

　
　
、
　
、
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
．
「
ε
日
の
作
簑
と
は
、
ま
ず
世
界
が
醐
い
て
い
る
と
い
ら
・
」
と
を
意
蟹
し
、
人
類
の
雇
史
的
生
威
に
参
加
し
よ
う
と
歓
し
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
1
　
　
、
　
　
、

5
ち
で
、
人
蟹
の
邊
命
を
方
向
づ
け
る
b
」
と
に
蟹
カ
す
る
人
で
あ
る
」

こ
の
醐
き
そ
の
も
の
の



五
　
ナ
μ
ト
μ
ど
賞
存
主
義

η

　
サ
ル
ト
ル
　
（
濠
肩
．
勺
姜
－
誓
ユ
竃
畠
8
～
　
）
が
職
後
の
フ
ラ
ン
ス
文
埴
を
代
爽
す
る
作
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
渕
し
て
は
待
力

百
か
ら
異
諭
が
あ
ろ
う
が
、
一
九
三
八
年
に
畏
篇
「
噴
吐
」
（
■
回
目
書
限
⑭
）
を
掻
表
し
て
以
來
、
彼
の
作
晶
が
、
作
毎
に
世
の
注
目
を
浴

び
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
は
事
賞
で
あ
る
。
「
存
在
と
虚
無
」
（
■
．
固
旨
㊦
g
－
o
易
曾
茎
）
は
ペ
ル
グ
ソ
ン
以
來
蛙
も
多
鞍
の
人
λ
か
ら

竈
ま
れ
た
竹
事
笹
で
あ
り
「
蝿
」
「
汚
れ
た
芋
」
（
■
窪
量
ε
畠
g
、
■
易
冒
㌫
畠
蟹
－
亀
）
泳
ど
の
戯
地
は
囲
際
的
な
成
功
を
抽
さ
め
、
小

詮
「
向
跳
へ
の
述
」
（
■
8
島
o
邑
暮
ま
ぎ
＝
ぎ
『
忍
－
①
白
）
に
い
た
つ
て
は
《
現
代
小
説
の
傑
作
》
と
し
て
劣
く
の
批
許
家
が
搬
賞

し
た
。
サ
ル
ト
ル
は
ま
た
雑
謹
「
理
代
」
（
■
9
H
0
9
㌧
ω
冒
9
亀
口
9
）
　
セ
主
宰
し
て
い
る
し
、
作
家
、
哲
牒
新
と
．
し
て
、
彼
ほ
ど
そ
の

名
が
劣
く
の
薪
醐
雑
誌
に
引
…
川
さ
れ
た
人
は
他
に
な
く
、
譜
演
會
は
い
σ
も
超
満
員
で
あ
り
、
彼
が
行
き
つ
け
の
カ
ソ
ェ
、
フ
ロ
ー
ル
や

ポ
ー
ル
．
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
バ
ー
は
文
票
背
年
の
あ
こ
が
れ
の
場
砺
と
な
つ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
が
殿
後
の
蚊
年
閉
示
め
て
い
た
地

位
は
一
九
二
〇
年
頃
に
プ
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
が
示
め
て
い
た
地
位
に
匹
敵
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
か
か
る
理
帥
は
何
に
超
鵬
し
て
い
る
の
か
。
彼
の
場
合
、
そ
れ
は
作
蒙
と
し
て
、
ま
た
哲
県
者
と
し
て
の
才
能
ぱ
か
り
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
の
支
葦
を
讃
ん
で
み
て
ポ
㌦
決
し
て
爽
し
い
文
策
で
は
な
い
。
彼
に
は
所
謂
文
章
の
ス
ク
イ
ル
が
な
い
。
彼
は
文
寧

の
美
し
さ
の
な
か
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
ぺ
ー
チ
の
動
き
の
中
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
の
場
合
は
、
作
家
と
し
て
の
ス
ク
イ
ル

が
あ
る
の
で
は
な
く
、
言
誌
を
必
要
と
す
る
内
容
を
樽
え
る
た
め
の
ス
ク
ィ
ル
が
あ
る
だ
け
だ
。
．
例
え
ば
「
自
萌
の
滋
」
鋪
一
犠
の
巾
の

主
人
公
マ
チ
ゥ
の
狽
自
の
一
つ
を
引
周
し
て
み
よ
う
o

　
　
「
砧
は
隼
と
つ
て
い
る
。
盲
さ
で
自
分
の
坐
活
に
浸
り
、
個
蕃
じ
な
い
で
、
掩
子
の
上
に
へ
ぱ
つ
て
い
る
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
の
俺
に
し
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
て
、
ス
ペ
イ
ソ
と
か
い
5
口
に
出
蔓
し
た
い
と
昼
つ
た
の
か
？
　
に
は
、
」
こ
に
い
る
、
圓
分
を
味
つ
■
て
い
る
。
に
は
地
と
讐
分
を
、
｛
＜
ん
だ
水
の
か
ぴ

独



割

　
　
く
さ
い
匂
い
、
に
の
匂
い
、
に
と
は
つ
ま
り
竈
目
身
の
匂
い
《
な
ん
泥
》
　
帖
位
存
准
す
る
。
存
在
す
る
と
は
、
喉
も
乾
か
ず
に
依
む
ト
」
と
、
こ
れ
だ
。

・
　
三
十
四
雀
、
竈
は
三
十
囚
隼
閻
簑
分
を
味
い
、
に
ほ
年
と
つ
て
い
る
。
億
は
o
い
た
、
俺
は
待
つ
た
、
俺
は
い
ま
、
向
分
が
欲
し
が
り
て
い
た
ム
の
を

　
　
手
に
い
れ
た
0
マ
ル
セ
ル
と
、
．
ハ
リ
と
、
混
⊥
皿
の
山
比
〕
滴
を
O
お
誰
い
■
だ
O
俺
は
も
う
何
一
つ
待
た
・
な
い
」

　
以
上
の
よ
う
な
謁
子
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
、
及
ぴ
彼
の
エ
キ
ジ
ス
タ
ン
一
シ
ァ
リ
ズ
ム
が
ま
る
で
一
櫨
の
漉
行
（
流
行
と
い
う
曽
葉
は
潜
て

は
倉
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
彼
の
人
氣
は
最
近
下
火
に
な
っ
た
よ
う
だ
）
め
ど
と
き
感
を
う
け
る
の
は
、
彼
の
忠
級
が
、
．

時
代
の
俵
件
の
波
に
乗
つ
た
と
い
う
こ
と
が
ク
分
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
彼
の
讐
仰
主
畿
は
、
帝
週
化
さ
牝
に
く
い
こ
の
．
哲
礫
思
想
を
披

げ
、
そ
れ
に
人
太
の
闘
心
を
ひ
き
つ
け
る
こ
と
に
役
立
つ
た
の
で
あ
る
。
生
仰
に
到
し
て
、
檀
め
て
弼
薗
な
理
念
を
も
つ
た
賞
仰
兼
炎
の

邊
諭
依
、
敏
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
釦
塾
人
が
相
つ
ぐ
大
事
襲
に
す
つ
か
り
番
迷
し
て
い
る
時
に
あ
た
つ
て
、
護
足
す
る
の
に
読
へ
向
の
潮
時

で
あ
つ
た
の
だ
。

　
サ
ル
“
ル
が
萱
杵
主
義
を
咽
尊
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
駿
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
殿
前
、
跳
に
彼
は
短
蔦
「
壁
」
や
「
部
哩
し
な
ど
を

一
沈
誌
に
護
表
し
て
識
者
に
粗
日
さ
牝
て
い
た
。
．

　
こ
ル
ら
の
作
品
は
一
九
三
九
年
に
、
彼
の
最
初
の
短
聰
躯
と
し
て
蝸
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
長
篇
「
噌
吐
」
へ
の
乎
楓
ら
し

と
も
み
ら
れ
る
も
の
な
が
ら
、
そ
の
賞
験
は
充
分
野
心
的
な
意
日
を
以
て
な
さ
れ
て
い
る
。
サ
ル
ト
ル
が
賞
仰
と
い
う
間
魎
を
賦
向
か
ら

敢
魍
ん
だ
の
は
「
嘔
吐
」
に
よ
つ
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
講
短
篇
に
拾
い
て
も
、
蟹
孫
と
い
う
こ
と
を
肉
己
の
閉
魑
と
し
、
意
識
的
に

そ
れ
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
o
い
ま
だ
賞
杵
主
義
と
い
う
イ
ズ
ム
こ
そ
考
え
．
て
い
な
か
つ
た
と
は
い
え
、
そ
こ
に
賞
存
主
鍵
の
浪
を
み
る

　
こ
と
が
で
き
る
o

　
　
サ
ル
ト
ル
に
よ
れ
ぱ
・
人
間
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
た
か
ら
こ
う
し
て
あ
る
、
と
い
う
仰
准
の
根
櫨
を
持
た
な
い
。
比
だ
蝋
に
投
げ
閉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
・

　
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
こ
う
い
う
在
り
方
を
惜
る
こ
と
が
貸
杵
の
基
礎
な
の
淀
。
ス
ペ
イ
ン
内
風
で
敵
に
池
尻
わ
れ
死
刑
を
宜
昔
さ
れ

測



幼

る
「
壁
」
の
主
人
公
や
、
狂
人
の
夫
に
狂
氣
に
調
子
を
命
せ
て
慕
し
て
い
る
「
部
膣
」
の
女
主
人
公
や
、
不
能
者
の
夫
と
の
生
活
に
諦
ぱ
．

れ
て
い
る
「
水
い
ら
す
」
の
女
主
人
公
、
《
人
闇
》
に
抵
抗
し
よ
う
と
い
う
「
エ
ロ
ス
、
ラ
ー
ト
」
の
圭
人
公
な
ど
、
こ
れ
ら
の
宰
獄
の

壁
や
、
閉
さ
れ
た
部
展
、
抜
。
き
さ
し
な
ら
ぬ
世
界
の
設
定
は
皆
、
人
間
の
在
り
方
の
右
の
よ
う
な
性
格
に
瞳
面
す
唱
隈
界
状
洲
な
の
で
あ

る
。
た
だ
サ
ル
ト
ル
自
身
が
こ
れ
ら
の
作
n
㎜
の
人
物
に
つ
い
て
「
螢
仰
を
眞
正
両
か
ら
跳
狐
よ
う
と
し
な
い
人
」
と
い
つ
て
い
る
通
り
、

」
彼
ら
は
貨
存
を
白
斑
す
る
と
こ
ろ
に
は
い
か
す
、
こ
う
し
た
人
間
的
條
件
を
生
か
さ
な
い
と
こ
ろ
に
苦
し
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
耐
會
と
繋

が
り
え
な
い
挾
態
で
、
隔
縄
し
た
向
己
を
持
て
触
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
そ
牝
に
気
が
つ
い
て
い
な
い
人
と
蓮
つ
て
、
人

　
　
　
　
　
　
　
’

間
の
あ
り
方
の
本
質
鮒
な
一
繭
に
鰯
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
絶
望
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
サ
ル
ト
ル
の
戯
曲
「
蟻
」
の
主
人
公
オ
レ
ス
ト
が

曇
う
よ
う
に
「
人
間
の
生
命
は
縄
望
の
反
封
側
か
ら
始
ま
る
の
だ
」
そ
こ
を
超
え
る
こ
工
が
貨
柳
な
の
だ
。

　
無
政
席
主
義
運
動
に
は
い
り
ス
ペ
イ
ヅ
を
解
倣
し
よ
．
う
と
思
つ
て
い
た
「
難
」
の
主
人
公
は
、
死
刑
の
宙
甘
を
受
け
て
ー
ハ
イ
デ
ガ

ー
の
い
う
「
人
間
は
死
に
繭
し
た
作
准
で
あ
る
」
と
い
う
木
質
、
に
直
繭
し
て
一
1
「
永
遠
．
に
向
つ
て
乎
形
を
振
り
冊
す
こ
と
に
殺
し
た
、

い
ま
ま
で
の
不
滅
で
あ
る
と
い
う
錨
毘
」
を
炎
つ
て
し
ま
い
「
そ
れ
は
一
馳
何
の
た
め
だ
つ
た
？
」
と
思
う
。
す
べ
て
は
ば
か
げ
た
こ
と

に
思
え
る
。
そ
し
て
同
志
の
漸
在
を
敵
に
閉
す
こ
と
を
担
む
膚
分
の
行
動
の
理
伽
を
知
り
た
い
と
思
つ
て
老
え
て
み
る
。
そ
れ
も
粉
細
な

こ
と
で
、
同
志
の
た
め
で
も
、
ス
ペ
イ
ン
の
た
め
で
も
な
い
。
い
は
ぱ
意
地
な
の
花
と
知
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
人
間
の
准
り
方
と
い
う
こ

と
の
本
常
の
姿
を
知
ら
す
に
、
た
だ
帆
接
的
に
（
否
逮
を
逝
さ
ず
）
理
想
を
担
つ
て
い
た
の
で
、
死
に
至
る
絶
望
に
繭
し
て
、
す
ぺ
て
は
く

．
淀
ら
な
い
と
恩
う
い
こ
れ
は
一
つ
の
開
眼
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
そ
う
し
た
絶
艶
の
深
淵
を
逝
ら
ぬ
琳
純
な
理
想
で
な
し
に
、
乎
放
し

の
可
能
性
で
な
し
に
、
人
間
杵
在
の
偶
燃
無
償
肢
の
上
に
立
つ
て
、
絶
望
の
深
淵
を
趨
え
て
肚
會
と
蓮
帯
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
い
か
な

い
。
そ
れ
で
生
き
る
こ
と
の
魅
力
を
感
い
）
な
く
な
つ
て
い
る
。
つ
ま
り
坐
を
支
え
る
摘
熱
を
失
い
、
高
分
を
充
賃
ざ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
う
し
た
ピ
こ
ろ
に
彼
が
身
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
他
の
作
晶
の
諸
人
物
も
人
間
の
あ
り
方
、
讐
在
の
仕
方
に
胴
れ
て

・
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1
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は
い
る
が
讐
存
に
違
し
て
い
沈
い
人
▲
で
、
そ
れ
は
竈
存
地
生
む
地
蟹
と
し
て
の
讐
在
の
吠
況
と
し
て
意
味
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脱

　
そ
テ
し
た
基
蟹
か
ら
「
弓
吐
」
で
、
そ
こ
か
ら
賃
在
に
至
る
自
畳
過
程
が
取
倣
わ
れ
る
。
「
唱
吐
」
の
主
人
公
ロ
カ
ソ
ク
ソ
が
推
潰
で
一

つ
の
小
右
を
拾
つ
た
と
き
、
も
の
の
存
在
の
仕
方
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
蟄
艶
に
異
簑
が
超
る
。
白
分
が
ド
ア
の
ノ
ッ
プ
を
把
る
の
で

な
く
、
ド
ア
の
ノ
ッ
ブ
が
あ
る
把
ら
れ
方
を
す
る
と
い
う
認
畿
は
、
實
在
の
仕
方
に
つ
い
て
の
無
償
性
、
偶
然
性
を
釦
る
こ
と
で
あ
り
、

白
己
と
い
う
蟹
在
も
客
盟
と
し
て
そ
う
い
う
「
も
の
」
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。
賞
在
す
る
と
は
た
だ
単
に
「
そ
こ
に
在
る
」
㌧

い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
賦
そ
こ
に
套
を
示
し
砒
遭
わ
牝
る
。
こ
の
蜘
遮
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
企
く
偶
燃
無
倣
淀
。
自
分
の
杵
在
も
亦
そ
う
．

い
う
も
の
で
、
ノ
ッ
プ
が
あ
る
把
ら
れ
方
を
す
る
の
が
偶
燃
無
倣
で
あ
る
よ
う
に
、
ノ
ッ
プ
に
あ
る
把
り
方
を
さ
せ
ら
れ
る
自
分
も
倶
公

焦
償
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
「
投
げ
閉
さ
れ
て
あ
る
」
と
い
う
實
在
の
姿
を
示
す
た
め
に
、
「
難
」
に
拾
け
る
宰
獄
で
の
汚
桟
に
充

ち
た
情
一
景
な
ど
サ
ル
ト
ル
一
派
の
好
ん
で
摘
く
醜
悪
さ
、
す
べ
て
の
紛
飾
を
は
ぎ
と
つ
た
炊
湖
が
咄
て
く
る
の
だ
。
「
水
い
ら
す
」
に
お
い

て
女
主
人
公
リ
ュ
リ
ュ
は
ベ
ジ
ト
に
横
わ
り
、
、
お
腹
の
鴫
る
普
を
闘
き
な
が
ら
《
私
の
脇
を
こ
こ
に
取
り
花
し
て
み
せ
た
ら
、
夫
は
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

慮
じ
る
花
ろ
う
》
拡
ど
と
考
え
る
。
彼
女
は
白
分
を
無
意
味
な
は
ら
わ
た
と
し
て
、
ひ
と
で
の
よ
う
な
貸
在
と
し
て
意
誰
し
て
い
る
。
「
郁

屋
」
の
女
主
人
公
エ
ヴ
は
《
あ
た
し
は
も
う
金
く
バ
パ
の
よ
う
に
も
の
を
見
て
は
い
な
い
わ
、
そ
う
い
う
こ
と
は
金
然
で
き
な
い
わ
V
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

云
う
。
「
エ
ロ
ス
ト
ラ
ー
ト
」
の
主
人
公
イ
ル
ベ
ー
ル
も
エ
ヅ
同
様
、
こ
の
椎
の
何
虐
に
も
屠
る
場
砺
が
な
い
の
だ
。
彼
は
量
う
。
《
私
は

人
間
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
人
間
に
拾
い
て
あ
な
た
を
魅
き
つ
け
る
も
の
は
、
私
を
う
ん
ざ
り
さ
せ
る
の
で
す
。
秘
は
み

じ
め
な
も
の
で
あ
り
、
日
向
に
席
を
見
脚
す
こ
士
が
で
き
ま
せ
ん
。
企
て
の
一
切
を
私
は
放
棄
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
。
私
は
や
っ

ら
に
抗
し
て
ひ
と
が
あ
る
こ
と
を
威
就
し
う
る
か
否
か
を
釦
る
で
し
よ
う
。
》
深
淵
に
繭
し
で
、
犯
罪
に
自
己
を
投
げ
入
れ
、
人
間
的
條
併

を
担
否
す
る
男
の
叫
ぴ
が
「
工
』
ス
ト
ラ
ー
ト
」
で
あ
る
。

　
「
■
吐
」
で
口
カ
ン
ク
ソ
が
公
園
の
マ
ロ
昌
エ
の
樹
の
ー
襖
つ
子
を
み
て
、
人
間
も
亦
こ
の
棋
つ
箏
の
よ
う
な
も
の
だ
と
恩
う
こ
と
を
池
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べ
た
が
、
「
た
だ
そ
こ
に
在
る
」
と
い
う
鐵
で
そ
う
な
の
τ
あ
り
、
し
か
も
人
間
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
人
間
は
末
や
小
右
の
よ
う

に
存
．
在
す
る
淀
け
で
は
な
く
、
意
志
を
以
て
行
箆
す
る
主
帽
で
あ
る
か
ら
。
人
間
は
自
分
の
位
巳
を
自
兄
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
分
に

加
え
ら
旭
た
侠
件
の
意
味
を
法
定
す
る
の
で
あ
る
。
ロ
カ
ソ
タ
ソ
は
讐
雀
と
い
う
こ
と
が
口
燃
焦
但
性
の
中
に
邊
つ
て
い
る
こ
と
だ
と
㍍

が
っ
い
て
不
安
と
な
り
、
そ
の
こ
と
に
く
ら
く
ら
し
て
胸
が
悪
く
な
る
。
そ
の
■
気
の
捌
つ
て
來
る
意
味
を
壷
見
し
て
自
分
が
如
何
な
る

雲
で
婁
套
墓
す
る
宗
う
こ
差
、
・
募
が
碧
し
｛
い
い
の
だ
の
未
婁
婁
讐
。
そ
こ
に
幕
一
の
昌
め
誓

る
。
最
初
の
諸
短
籟
で
は
賞
在
か
ら
讐
存
へ
超
え
る
に
至
ら
な
い
人
々
が
主
人
公
で
あ
り
、
蟹
枠
の
地
盤
小
描
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
人
間

存
在
の
根
激
的
不
安
を
圏
名
と
し
た
「
弓
吐
」
に
於
て
そ
の
捜
か
ら
基
本
的
要
素
が
伸
ぴ
、
後
日
、
四
部
作
畏
O
「
自
歯
へ
の
遺
」
で
口

存
奮
琶
参
貧
い
う
テ
ー
マ
が
十
奮
竈
さ
窒
曹
で
婁
。
「
爵
一
轟
」
の
ま
奪
言
．
ド
ラ
ニ
の
蕃
こ
そ

は
竈
狸
者
の
道
に
他
な
ら
な
い
。
人
闘
の
還
禽
と
い
う
も
の
は
、
人
間
自
身
に
あ
り
、
そ
の
人
間
の
貴
任
に
お
小
て
彼
の
行
聰
に
希
望
と

生
き
る
道
が
あ
る
o
と
サ
ル
ド
ル
は
考
え
る
。
そ
こ
で
何
事
か
を
選
揮
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
ア
．
ソ
ガ
ジ
ユ
マ
ソ
（
軸
臼
と
の
鶉
り
）
の
借

謁
婁
任
ゼ
誓
の
で
婁
一
で
奮
か
ら
婁
す
。
る
の
嵩
裏
が
、
募
の
行
爲
の
一
誓
募
の
墓
で
婁
。
こ
の
糞
と

行
動
に
よ
つ
て
の
み
人
間
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
し
か
も
人
間
に
向
ら
を
選
ぷ
と
同
時
に
他
人
と
の
繁
り
に
拾
い
て
他
人
を
も
還

掃
に
緒
ポ
っ
け
る
。
個
人
の
選
掃
は
人
類
金
湿
を
そ
の
方
向
へ
逓
づ
け
る
働
き
と
い
う
二
と
で
、
他
人
を
ア
ソ
ガ
ジ
ユ
マ
ソ
に
引
き
入
れ

る
わ
け
だ
。
人
跡
は
ま
す
そ
こ
に
あ
り
、
向
ら
を
か
く
か
く
の
人
間
た
．
ら
し
め
よ
う
と
計
劃
す
る
も
の
に
他
な
ら
放
い
、
と
い
う
の
淀
。

塾
ぎ
言
差
・
襲
豊
い
つ
て
ぎ
・
．
前
芝
、
雇
投
げ
る
こ
毛
あ
ヅ
、
人
票
雰
一
望
箒
雷
募
姦
え

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
時
そ
の
時
の
挟
祝
に
よ
つ
て
各
箇
各
様
の
企
て
が
な
さ
れ
、
一
つ
一
つ
の
事
栢
に
意
味
を
奥
へ
て
ゆ
く
。

こ
の
よ
う
に
已
の
意
味
を
邊
ぷ
こ
と
に
よ
つ
て
あ
る
立
場
に
ア
ン
ガ
ジ
ュ
す
る
の
淀
。

　
初
期
の
短
口
や
，
「
■
止
」
に
於
て
、
サ
ル
ト
ル
は
讐
存
と
い
う
こ
工
を
自
已
の
間
固
と
し
て
捉
え
、
、
ア
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
1

㎜
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宣
存
と
い
う
問
題
で
あ
つ
て
、
竈
存
主
む
と
い
う
立
場
は
、
職
筆
中
の
低
抗
口
助
を
湛
て
意
螢
さ
れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
反
狽
地
下
惣

動
に
加
わ
り
、
フ
γ
シ
ズ
ム
打
倒
に
挺
身
し
た
と
い
う
行
助
が
、
後
日
貨
存
主
義
を
噌
導
す
る
重
婆
な
契
機
と
な
つ
た
こ
と
は
想
倣
に
雌

く
な
い
o
レ
ジ
ス
ク
ン
ス
に
よ
つ
て
強
め
ら
れ
た
耐
禽
的
な
立
場
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
解
放
を
み
る
に
及
ん
で
資
仰
主
誰
と
い
う
耐
會
的
な

賞
践
遵
動
と
し
て
襲
展
的
に
権
進
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
故
、
こ
の
㎜
…
の
サ
ル
ト
ル
の
側
作
柵
動
の
席
物
「
蜘
」
は
、
そ
の
後

の
實
存
主
義
の
展
開
の
上
で
興
昧
深
い
。
後
に
サ
ル
ト
ル
は
そ
の
主
宰
す
る
雑
誌
「
瑚
代
」
の
棚
刊
の
絆
で
も
（
一
九
N
五
年
十
月
）
「
奥
す

る
に
わ
れ
わ
れ
の
意
幽
は
、
わ
れ
わ
れ
拒
取
捲
く
耐
會
に
あ
る
磁
の
襲
化
を
も
た
ら
す
た
め
に
協
カ
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
遠
ぺ
、
「
人
間

的
現
實
　
　
人
間
の
枕
禽
的
維
件
と
、
人
湖
が
人
欄
高
ら
に
劃
し
て
抱
く
鯉
念
と
を
岡
時
に
改
蟹
し
よ
う
と
す
る
」
た
め
、
そ
の
韮
搬
が

郷
つ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
人
間
翻
を
港
透
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
よ
う
と
し
、
閉
確
に
し
よ
う
と
す
る
人
…
…
観
に
つ
い
て
諦
つ
て
い
る
が
、
さ

ら
に
「
わ
れ
わ
れ
は
綜
命
的
人
棚
撃
の
滅
立
に
寄
興
し
た
い
と
繍
つ
て
い
る
。
し
か
し
繰
り
返
↓
て
云
う
が
、
蝋
に
知
識
の
領
域
衣
け
で

い
く
ら
か
の
進
歩
を
雌
備
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
兜
め
た
遠
大
な
日
的
は
解
放
で
あ
る
」
と
云
つ
て
い
る
。
「
向
幽
と

ぼ
選
摂
の
高
由
で
あ
り
、
こ
の
灘
掃
の
可
能
範
幽
を
搬
大
す
る
こ
と
が
解
放
で
あ
る
」
と
箏
ル
ト
ル
ば
云
つ
て
い
る
。

　
プ
ル
ジ
ョ
ワ
・
プ
モ
ク
ラ
シ
ィ
に
立
脚
す
る
ヨ
i
ロ
ッ
パ
の
危
繊
、
個
人
主
携
の
克
服
と
い
う
こ
と
が
前
衛
的
知
識
人
の
苦
し
む
繰
幽
で

あ
り
、
そ
の
個
人
主
義
ヒ
ュ
ー
マ
互
ズ
．
ム
の
呈
ヒ
ル
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
い
う
雌
作
主
畿
の
人
閉
観
、
そ
れ
は
二
胃
で
い
へ
ぱ
「
企
胴
的

人
間
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
人
主
義
の
特
徴
は
分
折
精
淋
で
あ
つ
て
、
耐
會
は
そ
れ
を
構
滅
す
る
個
人
の
恕
和
に
分
解
さ
れ
、
金
帽

は
滴
失
し
て
「
偶
然
的
汝
織
合
に
よ
る
拙
象
的
な
求
和
」
に
す
ぎ
な
く
か
る
。
瑚
蛍
は
諦
製
繁
の
総
和
で
は
不
足
で
何
も
の
か
の
中
に
逃

れ
去
る
。
そ
れ
を
見
逃
し
、
構
峻
要
素
は
襖
合
嗣
の
巾
に
い
る
場
A
n
で
も
、
そ
の
本
質
的
特
惟
を
不
可
襲
的
に
持
ち
つ
づ
け
る
、
と
考
え

る
o
つ
ま
り
人
棚
窟
言
は
萬
人
が
等
し
く
不
襲
の
人
闘
憧
を
保
持
し
て
並
符
す
る
と
い
う
．
平
等
を
い
う
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
蓮
郁
は
個
λ

別
力
の
分
子
閥
の
滴
櫨
的
な
作
胴
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は
人
閥
性
と
い
う
も
の
他
作
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
最
初
か
ら
あ

洲
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つ
て
そ
の
震
毒
を
妨
げ
る
障
審
を
少
く
す
る
ど
い
う
こ
と
し
か
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
に
謝
し
て
サ
．
ル
ト
ル
の
蒜
合
的
泳
現
竈
菌
は
「
一
つ
．

の
全
蘭
は
各
部
分
の
邊
和
と
本
性
に
於
て
臭
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
幽
髭
す
る
。
人
間
が
共
通
に
持
つ
て
い
る
窪
は
本
性
で
肚
な
く
形

耐
上
的
侠
件
　
　
生
れ
旦
つ
死
ぬ
必
然
と
か
耐
含
生
活
を
蟹
む
と
か
い
う
金
て
で
あ
る
o
人
間
は
分
解
で
き
な
い
全
胆
で
あ
つ
て
、
そ
の

、
倶
本
性
格
は
．
司
位
置
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
人
間
は
そ
の
立
場
に
金
的
に
條
件
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
位
置
の
相
遼
に
よ
り
■

て
全
田
の
意
味
が
周
示
さ
れ
る
「
立
場
」
に
す
ぎ
な
い
。
人
間
捉
こ
の
立
場
の
中
に
已
れ
の
意
味
を
饗
ん
だ
と
き
、
立
場
は
意
味
を
持
つ

て
く
る
。
立
．
場
白
嗣
は
何
も
の
で
も
な
い
故
、
人
間
は
「
不
確
定
な
中
心
」
な
の
で
あ
る
。
人
間
牡
基
的
に
1
1
階
級
、
恩
想
、
仕
専
讐

に
條
僻
づ
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
向
分
の
條
件
の
意
蛛
を
決
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
嚢
得
に
勢
し
て
責
任
が
生
じ
る
《
人
間
は
自
分

の
竈
命
と
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
邊
命
と
、
人
類
に
附
奥
す
べ
き
垣
値
と
を
邊
ぶ
た
め
に
自
由
な
の
だ
》

．
そ
こ
で
サ
ル
ト
ル
は
、
人
間
は
金
的
に
1
生
帆
｝
的
構
遙
に
も
纏
＾
的
榛
件
に
も
政
治
的
專
件
に
も
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
艀
．

放
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
。
人
間
は
何
を
し
よ
う
と
も
自
分
の
D
棄
的
現
境
を
、
壕
庭
を
、
階
規
を
開
示
す
る
。
つ
ま
り
身
Ω
者

は
ブ
ル
ジ
9
ワ
ジ
。
イ
の
よ
う
に
感
じ
た
り
考
え
た
り
は
で
き
．
な
い
、
そ
の
人
間
は
一
方
に
於
て
ブ
ロ
レ
ク
リ
ア
に
意
味
を
奥
へ
つ
つ
、
他

方
に
於
て
自
ら
を
ブ
ロ
レ
ク
サ
ァ
と
し
て
旦
つ
同
時
に
人
間
と
し
て
邊
ぷ
の
で
、
卑
に
一
人
間
た
る
自
由
」
と
い
う
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

に
人
間
牲
の
同
一
を
宣
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
サ
ル
ト
ル
は
階
級
を
解
放
す
れ
ば
、
そ
の
階
叙
が
抱
含
す
る
人
λ
を
屏
放
す

る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
考
え
に
は
組
さ
次
い
。
と
い
う
の
は
、
そ
こ
で
は
個
人
を
謄
級
の
附
口
的
機
能
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
し
ま
う
か

ら
だ
。
分
折
精
疎
の
「
個
人
に
抽
象
的
な
■
不
励
の
本
挫
を
附
奥
し
、
個
人
を
釜
田
を
分
讐
し
、
個
人
の
間
の
邊
留
に
隈
を
蔽
う
」
個
向
と

讐
合
前
饒
の
「
個
人
の
麦
日
の
代
ゲ
に
は
簑
合
的
童
竈
の
支
ヨ
を
置
き
＾
え
る
」
危
陰
を
共
に
撲
す
。

　
こ
う
し
た
サ
ル
ト
ル
の
竈
■
は
、
｝
饒
に
箏
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
だ
け
で
ぼ
な
く
、
匝
o
的
讐
仔
の
改
讐
に
よ
る
竈
放
を
含
み
、
そ

⑦
暮
の
同
志
は
災
竈
の
｝
饒
を
以
て
そ
れ
ヒ
蜂
心
る
二
と
に
た
る
0
淀
が
「
四
清
萬
ま
た
牡
肚
σ
的
8
簑
を
持
つ
て
い
な
い
」
め
で
あ

獅



．
釧

づ
て
「
缶
ム
の
〃
甘
ζ
庭
ご
ら
そ
の
必
■
ζ
讐
1
の
“
1
任
で
う
¢
、
そ
の
活
o
が
8
一
領
ヒ
一
よ
つ
て
■
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
が
「
た
だ
わ
φ
わ
一
れ
は

、
長
い
同
に
凡
そ
の
友
向
だ
げ
肚
つ
仇
た
い
と
願
つ
て
い
る
」
と
云
つ
て
い
る
遍
り
＾
そ
の
活
聰
は
政
治
餉
飼
城
に
も
亘
る
も
の
で
、
サ
ル
ー

ト
ル
貞
身
は
一
九
四
七
年
末
に
「
率
命
民
主
連
合
」
（
R
・
皿
・
R
）
の
緒
成
に
祭
り
眺
し
た
。
こ
の
口
田
は
政
鷺
で
は
な
く
、
毘
主
人
民
吸

練
腕
一
ー
の
讐
行
擾
胴
で
あ
る
が
「
耐
婁
の
外
郭
に
立
ち
肚
含
主
艶
を
責
現
す
る
」
と
い
ヶ
も
の
淀
．
こ
こ
に
於
て
㌻
そ
の
章
命
α
理
念

と
芋
段
に
グ
い
て
コ
ム
ミ
ュ
一
一
ズ
ム
と
相
違
す
る
こ
と
が
間
題
で
あ
る
が
、
．
こ
れ
は
「
汚
れ
た
苧
」
の
中
の
家
の
曽
落
は
も
覗
か
れ
る
。

　
＾
君
は
人
間
を
愛
し
て
い
な
い
。
原
則
し
か
愛
し
て
い
な
い
ん
だ
．
伺
故
わ
れ
わ
れ
の
佃
間
に
な
つ
た
ん
だ
。
人
間
を
愛
さ
な
け
れ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

彼
ら
の
た
め
に
團
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
は
な
い
か
．
》
《
僕
が
慰
に
入
つ
た
の
は
、
そ
の
主
張
が
正
し
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
が
正
し
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

く
な
つ
た
と
き
僕
は
跣
黛
し
ま
す
。
ま
た
人
間
と
い
つ
た
つ
て
、
あ
る
が
ま
ま
の
人
閲
に
は
僥
は
田
心
が
持
て
な
い
ん
で
す
。
侯
が
胴
心

を
持
つ
の
ぼ
將
來
あ
り
う
る
人
間
に
封
し
て
で
す
》
《
私
は
あ
る
が
ま
ま
の
人
間
を
愛
す
。
あ
ら
ゆ
る
満
し
さ
、
悪
徳
、
そ
れ
ら
と
一
緒

に
人
間
を
愛
す
｝
斎
は
破
壌
者
水
の
淀
。
滑
の
恩
か
摘
く
革
命
ぱ
わ
れ
わ
れ
の
箪
命
と
は
遺
う
の
淀
。
君
ぼ
世
の
巾
を
簑
え
よ
う
と
は
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

な
い
o
ひ
つ
く
り
返
そ
う
と
し
て
い
る
の
淀
》

　
サ
ル
ト
ル
の
賃
存
主
義
を
哲
鼻
約
な
宣
存
の
間
題
と
耐
臼
的
（
政
治
的
）
行
動
と
に
直
別
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
。
サ
ル
ト
ル
に
あ

、
つ
て
ば
、
そ
似
賃
存
そ
の
も
の
が
、
そ
う
し
た
祓
曾
的
な
行
動
を
徐
後
な
く
さ
れ
る
工
こ
ろ
に
於
て
生
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
宣
存
に
そ

う
し
た
内
容
が
合
ま
れ
て
い
る
黙
が
ハ
イ
チ
ガ
ー
な
ど
と
遵
う
朋
以
で
あ
る
。
＾
イ
デ
ガ
ー
に
あ
つ
て
は
、
、
そ
れ
肌
形
而
上
纂
で
あ
る
が

・
サ
ル
ト
ル
は
メ
ク
フ
i
ジ
ッ
ク
の
否
定
の
上
に
立
っ
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
寸
ル
ト
ル
は
文
鼻
国
に
於
て
も
「
作
家
は
時
代
の
巾
に
位
置
し
て
い
る
」
と
い
う
貴
伍
を
強
詞
し
て
い
る
。
「
い
か
今
日
に
閑
し
て
、
こ

、

の
今
、
と
つ
た
取
返
し
の
な
ら
ぬ
決
意
に
こ
そ
、
作
蒙
の
潰
涛
が
あ
る
」
と
。

跳．



末
　
ア
μ
ペ
ェ
μ
・
カ
ミ
ド
エ
o
妄
の
恩
想

1
事
．

　
　
「
盧
妄
の
哲
α
」
の
創
始
者
　
＾
「
お
s
宮
言
弓
を
　
室
句
巨
H
◎
8
｝
旨
e
言
－
、
邑
童
ξ
ま
）
　
と
鶴
さ
れ
て
い
る
ア
ル
ペ
ェ
ル
．
力
、
ミ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

＾
ヒ
ε
二
0
8
ま
套
）
は
一
九
二
二
年
に
地
中
海
の
反
謝
側
に
あ
る
ア
7
リ
ヵ
の
ア
ル
ジ
エ
リ
ア
に
生
れ
、
ア
ル
ジ
エ
の
町
で
育
つ
た
が
、

α
の
場
含
、
「
異
コ
人
」
や
「
．
ヘ
ス
ト
」
の
作
晶
を
後
年
嚢
表
す
る
た
め
に
は
こ
の
こ
と
は
絶
謝
に
必
要
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
ア
ル
ジ
ェ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ア
の
口
土
が
、
カ
ミ
ュ
の
精
碑
形
戒
に
い
か
ほ
ど
多
く
奥
つ
て
い
る
か
は
、
四
篤
の
折
暗
的
蘭
想
か
ら
な
つ
て
い
る
エ
，
セ
イ
「
緒
婚
」
．

の
中
に
詞
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
彼
は
、
ア
ル
ジ
土
リ
ァ
と
い
う
風
土
的
な
要
素
の
檀
め
て
濃
厚
な
土
地
に
お

け
る
人
間
か
俵
件
を
み
つ
め
、
死
の
意
毅
を
と
ら
え
、
希
望
の
な
い
人
生
に
幸
竈
を
見
冊
そ
う
と
す
る
シ
ジ
ボ
ス
的
努
カ
の
必
冥
と
、
カ

ミ
ュ
の
虚
安
、
不
俵
理
の
哲
皐
が
生
破
し
て
行
く
過
程
と
が
う
か
が
わ
牝
る
の
で
あ
る
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
一
　
　
　
　
　
．

　
．
ヵ
ミ
ュ
の
た
ど
っ
て
き
た
並
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
三
っ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
マ
，
・
ア
ル
ベ

レ
．
ス
は
「
今
圓
の
作
蒙
の
反
抗
」
．
＾
冒
・
峯
・
ヒ
一
膏
宮
一
■
8
尿
き
－
ざ
一
冨
害
ユ
く
色
塞
包
、
婁
言
彗
－
．
ぎ
“
o
◎
月
宮
－
ε
o
）
の
中
で

い
つ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
折
摘
的
な
瑞
さ
に
あ
ふ
ル
た
エ
ソ
セ
イ
「
締
婚
」
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
非
滴
な
自
然
を
背
甜
と
し
、
石
傑
理
で

焦
意
味
な
人
間
枇
界
を
摘
い
た
小
就
「
異
国
人
」
を
醤
い
た
、
曹
春
と
感
受
性
と
無
逝
襟
主
畿
の
時
期
「
ア
ル
ジ
ェ
凹
ア
の
時
期
」
で
あ

・
る
。
第
二
期
は
檀
靖
に
人
生
の
虚
妄
に
つ
、
い
て
諏
を
と
り
、
人
間
の
縄
望
を
語
り
“
最
後
に
個
人
詣
的
な
オ
ブ
チ
、
ミ
ズ
ム
に
達
し
て
い
る

エ
ッ
セ
ェ
「
シ
ジ
ポ
ス
の
疎
詰
」
及
ぴ
戯
艶
「
ヵ
リ
ギ
ュ
ラ
」
「
誤
艀
」
な
ど
を
含
む
「
哲
皐
的
時
期
」
で
あ
り
、
最
後
の
時
期
は
「
異
口

　
．
．
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

人
レ
’
の
主
人
公
ム
ル
ソ
ウ
や
、
力
”
ギ
ュ
ラ
な
ど
の
死
の
不
條
理
に
蟹
す
る
反
抗
が
個
人
的
な
も
の
で
あ
つ
た
の
．
に
ひ
き
か
え
、
そ
の
反

抗
が
＾
口
的
と
批
つ
て
、
同
志
と
と
も
に
■
い
、
同
志
愛
を
．
毛
ラ
ル
と
し
た
「
毛
ラ
ル
の
時
期
」
で
あ
り
、
小
畿
「
ぺ
’
ス
ト
」
や
良
曲
「
戎
厳

令
』
な
ど
む
讐
小
次
時
凹
で
｝
る
。
．

柳



1
讐
．

」
不
蟹
書
箏
、
入
生
蟹
ら
、
蔓
嚢
シ
ジ
芝
農
婁
葦
、
、
ヒ
ζ
．
．
ズ
ム
一
賛
し
ξ
奮
、
秦
呂
ヒ
，
ズ
ム
⑭
測

香
定
か
ら
甘
定
へ
の
箏
o
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
マ
■
ル
日
オ
、
ヅ
ル
ト
ル
の
易
合
も
同
じ
く
竈
蔓
か
ら
行
o
へ
の
這
を
た
ど
つ
て
い
る
．

．
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
彼
の
最
初
の
作
品
「
異
口
人
」
と
ヵ
ミ
ュ
を
し
て
現
フ
ラ
ン
ス
文
竈
に
確
固
た
る
地
位
を
祭
か
し
め
た
「
ペ
ス
ト
」
に
っ
い

て
述
ぺ
、
カ
ミ
ュ
の
た
－
ど
っ
た
道
を
み
っ
め
て
い
こ
う
。
　
．

　
一
九
四
二
年
に
護
表
さ
れ
た
「
異
固
人
」
は
、
カ
ミ
ュ
が
自
ら
ロ
マ
ン
と
い
う
呼
鵜
を
奥
え
て
い
る
が
、
一
人
総
困
で
書
か
れ
た
わ
ナ

か
一
．
七
〇
頁
足
ら
寺
の
中
菌
で
あ
る
。
こ
の
作
尉
に
墜
ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
人
公
ム
ル
ツ
ウ
ー
の
賞
存
に
眼
坦
め
た
意
鐵
工
、
．
死
と
の
’

劃
決
で
あ
つ
．
て
、
ヵ
ミ
ュ
は
ム
ル
ソ
ウ
と
い
う
人
物
の
な
か
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
無
闘
心
拡
男
、
す
ぺ
て
に
「
縁
無
き
甥
」
の
ク
ィ
ブ
を

つ
く
ゲ
あ
げ
て
い
る
の
．
で
あ
る
。

　
筋
ば
ご
く
簡
軍
な
も
の
で
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ァ
に
仲
む
ム
ル
ソ
ウ
と
い
う
一
事
務
員
が
偶
然
的
に
殺
人
を
犯
し
た
が
た
．
め
に
、
死
刑
を
宜

皆
さ
れ
、
獄
中
で
虜
刑
の
日
を
待
つ
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
た
が
こ
の
作
品
が
ひ
と
た
ぴ
嚢
表
さ
れ
る
と
、
金
批
許
家
は
、
こ
ぞ
・

つ
て
、
こ
の
小
説
こ
そ
、
一
休
鞍
後
嚢
表
さ
れ
た
最
大
の
傑
作
で
あ
る
と
激
賞
し
た
。
そ
れ
は
、
作
品
の
中
に
も
ら
牝
τ
い
る
人
坐
ば
直
妄

で
あ
る
と
い
う
彼
の
哲
鼻
が
設
者
σ
胸
に
深
く
訴
え
る
も
の
を
藏
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

珂
韮
人
公
ム
ル
ソ
ウ
は
苧
凡
な
無
氣
力
な
人
間
で
あ
る
。
彼
の
老
い
た
母
親
が
養
老
院
で
亡
ぐ
な
づ
た
と
い
う
通
知
を
受
け
と
つ
た
と
き

悲
し
い
恩
い
に
工
ら
わ
れ
る
よ
り
も
、
薗
倒
臭
い
と
い
う
気
持
に
な
る
男
で
あ
る
o
「
今
日
は
い
つ
も
の
磯
陣
し
た
日
曜
日
で
、
マ
マ
γ
の

理
葬
が
す
み
、
ま
た
明
日
か
ら
仕
事
を
づ
づ
け
ね
ぱ
な
ら
な
い
し
、
要
す
る
に
侯
は
何
㌻
簑
ら
な
か
つ
た
」
と
恩
う
無
闘
心
な
奥
で
あ
る
O

母
の
葬
式
の
す
ん
淀
翌
日
、
智
な
じ
み
の
女
と
閨
喉
し
り
女
は
す
ぐ
欄
蜻
に
な
る
。
そ
ゆ
か
ら
籔
日
後
、
レ
ィ
毛
ン
と
い
う
圃
じ
ア
バ
ー

“
の
俵
人
で
よ
た
も
の
伸
間
の
男
を
釦
る
。
そ
の
玖
の
日
曜
日
の
午
後
」
ム
ル
ソ
ウ
は
摘
蠕
の
マ
リ
イ
や
レ
イ
モ
ン
な
ど
と
い
つ
し
よ
に
く



　
　
ら
す
が
、
こ
の
レ
ィ
モ
シ
が
女
の
こ
と
で
ア
ラ
ビ
ァ
人
に
顯
わ
れ
る
。
二
人
は
立
廻
り
を
し
て
、
レ
小
老
ン
は
瀕
薗
に
う
け
た
切
傷
の
手

　
．
讐
を
し
て
臼
え
る
。
相
手
の
ア
ラ
ビ
ア
人
は
岩
の
小
蔭
で
休
ん
で
い
る
。
ム
ル
ソ
ウ
は
“
べ
つ
に
こ
れ
と
い
つ
た
理
商
も
汰
ぺ
、
そ
の
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、

　
　
ラ
ビ
ア
人
の
と
こ
ろ
ま
で
や
つ
て
く
る
。
そ
し
て
さ
き
ほ
ど
レ
イ
モ
ン
が
ア
ラ
ビ
γ
人
を
射
と
う
と
狙
い
を
つ
け
た
ピ
ス
．
ト
ル
を
も
て
あ

　
、
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
そ
ん
で
い
る
う
ち
に
、
反
射
的
な
行
量
で
相
芋
を
設
害
し
て
し
ま
う
。
こ
の
担
り
の
般
景
も
淡
λ
と
、
貸
に
無
胴
心
に
讐
か
れ
て
い
る
。

　
　
ム
ル
ソ
ゥ
に
と
つ
て
は
、
母
の
死
も
、
女
と
愛
し
て
い
る
か
否
か
も
、
無
公
の
殺
人
も
大
し
た
胤
題
で
は
な
い
が
沈
。
ム
ル
ソ
ゥ
も
シ
ヅ

　
・
ポ
ス
の
よ
う
な
疎
誘
的
人
物
を
現
代
化
し
た
も
の
で
あ
）
、
そ
の
存
在
は
人
生
の
無
意
味
ξ
亦
し
、
彼
の
行
醐
は
無
阯
心
で
あ
り
、
現
讐

　
　
的
で
は
あ
る
が
、
碗
粋
に
抽
象
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ム
ル
ソ
ウ
が
ア
ラ
ビ
ァ
人
を
射
蟹
し
た
動
様
は
灼
熱
の
日
光
が
不
俸
理
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
不
條
理
に
封
す
る
反
抗
か
ら
で
あ
る
。

　
■
ぎ
ら
ぎ
ら
し
た
太
腸
と
、
激
魏
な
圓
光
を
さ
け
る
た
め
で
あ
つ
た
。

　
　
　
ム
ル
ソ
ウ
は
入
承
し
、
審
制
を
う
け
、
死
刑
の
宜
皆
を
う
け
る
。
崇
改
的
慮
階
の
た
め
に
昂
奮
し
て
い
る
瀬
恭
判
事
と
の
封
誌
、
引
む

　
　
讐
と
の
劃
誘
、
そ
L
て
最
後
に
狽
房
の
四
つ
の
壁
に
か
こ
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
、
彼
は
人
生
の
不
條
理
の
な
か
に
あ
つ
て
、
枇
界
の
甘
し
い

　
　
崇
■
．
心
に
心
を
ひ
ら
き
、
適
瞳
は
走
馬
胆
の
よ
う
に
彼
の
孤
損
の
う
ち
に
ひ
ろ
が
つ
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
希
紫
と
い
う
も
の
か
ら
厚
腕
し

　
　
た
⊥
雪
・
□
■
を
味
う
の
で
あ
る
o

　
　
午
か
く
て
ム
ル
ソ
ウ
は
彼
を
と
り
ま
く
人
間
界
と
は
縁
も
ゆ
か
o
も
な
い
所
謂
「
異
口
人
」
と
な
つ
て
、
饒
も
、
生
も
、
意
義
も
、
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
ヒ

　
　
憂
も
同
じ
よ
う
な
昂
讐
を
、
つ
て
o
げ
す
て
て
し
を
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
ヵ
ミ
ュ
め
「
臭
口
人
」
の
鴛
末
の
簑
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
小
読
を
竈
ん
で
、
な
か
な
か
胴
得
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
ぷ
つ
か
る
。
「
今
日
は
い
つ
も
の
い
や
な
日
口

　
　
8
で
、
マ
マ
ソ
の
む
豪
が
す
み
、
．
ま
た
明
目
か
ら
仕
■
を
づ
づ
げ
ね
ぱ
泳
ら
な
い
し
、
憂
す
る
に
何
も
じ
つ
た
こ
と
は
比
か
つ
た
」
と
オ

研
、
、
、
え
る
見
、
“
が
冗
ん
だ
量
日
、
「
女
と
む
水
浴
を
」
、
■
倶
を
岩
び
、
■
口
い
妻
口
に
行
つ
て
簑
ひ
、
■
太
8
の
た
め
に
ア
ラ
ビ
ア
人
々

独



鎚

・
蟹
害
し
一
虜
荊
の
月
が
近
づ
ぺ
と
と
も
に
・
「
自
分
が
幸
コ
で
あ
つ
た
し
、
今
で
、
や
は
）
幸
コ
で
あ
る
」
士
傭
じ
「
o
悪
の
叫
ぴ
を
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洲

．
て
自
分
カ
逸
次
て
パ
牝
る
た
あ
t
，
o
頭
■
の
周
り
に
4
は
の
群
余
が
讐
る
こ
と
を
但
が
う
」
こ
の
主
人
公
を
ど
う
邊
艀
す
ぺ
き
な
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
「
異
口
人
」
は
読
明
を
奥
え
る
作
品
で
は
な
い
。
ア
プ
シ
ム
ル
ド
な
人
間
は
読
明
す
る
の
で
ば
な
く
、
敷
述
す
る
だ
け
で
あ
る
。
誌
明

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
、

け
名
讐
物
て
も
な
い
。
作
者
の
力
、
、
、
ユ
は
た
ん
に
錐
跳
す
る
衣
け
で
あ
リ
、
．
原
則
と
L
て
正
営
化
、
ル
ぬ
㌫
の
を
正
酋
化
し
よ
う
と
心
を

く
た
い
て
も
い
な
い
。
「
異
蘭
人
」
か
ら
籔
ク
月
拾
く
れ
て
閑
版
さ
れ
た
《
シ
ジ
ポ
ス
の
．
碑
詰
》
は
こ
の
作
品
を
い
か
に
誠
む
ぺ
き
か
を
敦

え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
ア
プ
シ
ュ
ル
ド
の
小
畿
の
理
誇
を
見
る
の
淀
が
、
人
間
の
傑
件
と
し
て
の
人
間
の
不
條
理
挫
が
物
齋
の

唯
一
づ
の
主
魑
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
テ
ー
ゼ
小
翫
で
は
な
い
。
そ
れ
ぼ
隈
定
さ
れ
永
遠
性
杉
持
た
な
い
。
反
抗
の
思
想
の
産
物
で

あ
）
、
」
そ
牝
自
身
、
理
窟
つ
ぽ
い
議
論
の
焦
益
な
こ
と
を
識
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
作
者
カ
ミ
ュ
に
よ
れ
ぱ
、
こ
の
小
読
の
主
人
公
は
雌

讐
な
人
間
で
も
泌
く
、
維
悪
な
人
間
で
も
な
い
。
述
襟
的
で
も
な
け
れ
は
、
惇
徳
的
で
も
な
い
。
彼
こ
そ
、
作
者
に
よ
つ
て
ア
プ
シ
ユ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

ド
と
い
う
名
前
が
留
傑
さ
れ
て
い
る
掴
め
て
特
異
な
一
群
の
人
λ
に
甘
す
る
人
物
で
あ
る
．
。
力
・
二
は
プ
プ
シ
ェ
ル
ド
と
い
う
冒
葉
を
二

づ
の
意
味
に
使
つ
て
い
る
。
ア
プ
シ
ュ
ル
ド
、
焦
意
味
、
ま
た
は
不
僕
理
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の
事
賞
の
歌
態
を
指
す
と
ど
も
に
、
あ

る
竈
の
人
共
が
こ
の
状
態
に
っ
い
て
抱
く
曇
り
松
ハ
意
蟄
を
も
指
す
の
で
あ
る
。
娯
漁
的
汝
人
生
の
無
意
味
を
知
り
、
し
か
も
そ
れ
か
ら

免
れ
え
な
い
箱
着
を
顔
を
そ
む
｝
す
に
摘
き
咄
す
こ
と
、
そ
れ
が
ア
プ
シ
土
ル
ド
　
。
で
あ
る
。
そ
ル
な
ム
ば
、
一
り
の
事
讐
の
賦
態
、
パ
原
初
．

　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

的
痂
奥
と
t
て
の
ア
ナ
シ
エ
ル
ド
と
は
何
か
。
そ
れ
は
人
間
の
こ
の
世
に
渕
す
る
閉
係
以
外
の
何
も
の
で
も
泳
い
。
人
生
の
最
初
の
不
縢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

刃
佳
は
一
つ
の
繕
緑
と
し
て
現
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
枇
一
へ
の
人
間
の
希
牝
と
、
楡
饒
と
貞
燃
と
の
超
え
ら
れ
ぬ
二
元
治
と
の
間
の
霜
綜
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
1

永
遼
に
向
う
人
間
の
o
動
と
、
人
間
の
賞
仰
の
「
袴
限
」
牲
と
の
遇
撒
な
ど
と
レ
て
。
売
、
眞
理
及
ぴ
存
在
者
の
他
に
還
元
さ
れ
ぬ
檀
岐

性
、
現
宣
の
ど
き
讐
さ
、
倶
然
こ
れ
ら
が
プ
ブ
シ
ュ
ル
ド
の
ね
な
の
で
あ
る
。



紬

　
．
臭
口
人
工
は
一
こ
の
作
晶
の
場
令
、
そ
れ
は
世
界
に
榊
劉
し
た
人
閥
を
意
味
す
る
。
異
園
人
で
あ
る
と
は
云
え
、
被
も
ま
た
人
棚
た
ち

　
の
固
の
一
人
の
人
間
に
相
違
な
い
』
異
口
人
と
は
、
自
分
に
勘
す
る
も
う
一
人
の
貞
分
、
精
疎
に
謝
す
る
自
燃
的
人
間
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
作
者
力
．
ミ
、
ユ
が
摘
こ
う
ど
し
た
異
口
人
と
は
、
耽
倉
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
規
則
あ
容
認
し
な
い
た
め
に
、
肚
含
に
ス
キ
十
ン
グ
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
㌔
　
　
　
　
　
　
　
一

ま
き
超
す
、
基
そ
る
べ
き
罪
無
き
人
λ
の
」
一
人
の
こ
と
て
あ
る
。
彼
は
異
固
人
た
ち
の
間
に
落
し
て
い
る
の
だ
が
、
彼
も
も
た
、
そ
れ
老

　
の
人
力
．
に
と
つ
て
は
異
圓
人
な
の
淀
。
「
異
国
人
」
に
つ
い
て
は
色
A
と
閥
魑
が
多
い
が
、
要
す
る
に
こ
の
作
掃
は
サ
．
ル
ト
ル
が
彼
の
評
論

集
（
朕
祝
i
》
の
な
か
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
《
異
蘭
人
》
は
古
典
的
作
晶
で
あ
リ
、
ア
プ
シ
ユ
ル
ド
に
関
し
、
ま
た
ア
ブ
シ
ェ
パ
ド
に

反
抗
し
て
つ
く
ら
れ
た
、
秩
序
簑
燃
た
る
作
品
で
あ
る
。

　
サ
ル
ト
ル
は
「
異
回
人
」
が
ア
プ
シ
ュ
ル
ド
に
反
抗
し
た
作
晶
と
い
つ
て
い
る
が
、
．
わ
れ
わ
れ
の
眼
に
は
、
」
こ
の
作
品
は
い
註
だ
不
係

ぎ
落
の
奈
童
奏
し
て
い
凄
羨
㌧
そ
の
後
嚢
鳶
養
曲
「
簾
」
二
語
三
一
「
言
エ
ラ
」
・
二
九
繋
一

も
木
條
理
の
世
界
に
お
け
る
救
い
得
な
い
繕
婁
と
孤
狽
を
摘
い
た
、
否
定
的
で
、
、
破
壊
的
な
、
孤
鰯
の
彫
の
濃
い
、
暗
い
作
晶
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
し
か
し
「
ペ
ス
ト
」
（
■
臼
寓
g
o
畠
｛
↓
）
に
な
る
と
ぐ
う
つ
と
明
渇
さ
が
埼
し
、
ア
プ
シ
ュ
ル
ド
を
凄
駕
し
、
そ
の
航
一
粋
状
態
か
ら
脱
し

て
い
る
。
死
の
影
が
作
品
を
蔽
つ
て
い
る
の
は
專
賃
で
あ
る
が
、
蚤
場
人
物
は
す
べ
て
、
不
俵
理
な
推
界
の
枕
捜
か
ら
晩
蝸
し
て
、
ん
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

を
愛
し
、
人
間
を
翠
す
も
の
に
反
抗
す
る
こ
と
を
禽
己
の
存
在
理
商
と
し
、
人
生
が
い
か
に
不
榛
理
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
に
反
抗
し
同
わ

ね
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
積
極
健
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
の
場
合
「
ペ
ス
ト
」
が
今
枇
起
の
犬
專
件
　
駿
箏
　
そ
の
も
の
を
象
徴
し
て
、
い
る
こ
と
は
、
す
ぐ
そ
れ
と
祭
が
つ
く
こ
と
で

b
る
o
仁
染
病
に
口
わ
れ
、
突
恋
外
界
と
着
竈
さ
れ
て
し
1
り
た
鼻
讐
と
泌
つ
て
い
る
オ
ラ
ン
の
町
、
《
一
カ
の
人
λ
が
無
力
と
恐
怖
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

。
人
さ
）
に
り
汝
が
れ
て
』
独
ら
の
宕
を
待
つ
て
い
喝
時
、
一
部
の
人
ル
は
か
ま
ど
の
宇
に
竈
み
■
ね
ら
れ
、
・
脂
じ
み
た
擾
と
な
つ
て
浦
え

　
、
．
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
．
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
」
　
　
．
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

失
せ
て
行
く
｝
町
の
人
々
の
う
ち
に
、
口
争
ど
占
債
の
下
に
σ
え
ぎ
苦
し
ん
で
い
る
フ
テ
y
．
ス
の
養
を
蟄
6
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
∴
役
・

則



σ

’
ρ
イ
、
、
一
、
届
孝
膚
レ
3
ソ
ス
の
七
寸
麦
を
宅
、
。
、
、
と
貞
蟹
奈
。
奪
人
｛
、
着
に
｛
裟
勉

る
ぺ
又
ド
に
1
■
一
い
壮
挑
ん
で
い
る
、
ア
ブ
シ
｛
ル
ド
ψ
巾
に
生
き
な
が
ら
、
γ
ブ
シ
ュ
ル
“
に
蟹
し
反
抗
し
、
一
ア
ブ
シ
ュ
ル
ド
に
固
一
口
は

し
な
い
。
口
師
凹
巧
サ
に
と
つ
て
は
．
｛
彼
の
日
看
と
し
て
の
勤
め
》
を
果
す
こ
と
、
ク
ル
沙
と
し
て
は
○
牲
讐
と
共
に
あ
る
こ
と
は
日
む

的
な
モ
ラ
ル
で
あ
る
。
そ
し
て
カ
ミ
ュ
が
自
ち
こ
の
作
品
の
意
固
を
読
明
し
て
い
る
よ
ち
■
に
、
彼
が
ペ
ス
ト
の
う
ち
に
麦
現
し
よ
う
と
し

た
も
の
は
、
現
資
の
悪
疫
流
行
と
、
愚
か
な
籔
箏
と
、
．
ナ
チ
ス
の
支
配
下
に
あ
つ
た
フ
ジ
ソ
ス
と
い
う
三
つ
の
相
異
な
る
田
貼
か
ら
、
人

固
の
犠
敗
を
示
し
、
詰
果
に
拾
い
て
自
商
な
晩
湖
を
提
噌
す
る
こ
と
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
ざ
て
「
ペ
ス
ト
」
は
ア
7
卯
カ
の
北
津
、
ア
ル
ジ
エ
リ
ア
の
オ
ラ
ン
市
（
こ
の
地
方
蘭
一
の
簡
工
築
の
巾
心
で
、
オ
プ
ン
ロ
に
よ
つ
て
馳
中
臼

に
の
ぞ
み
、
人
口
八
萬
八
千
、
内
牟
ぱ
は
フ
ラ
ソ
ス
人
ま
た
は
俺
化
人
、
疫
り
ほ
土
人
）
に
一
九
四
十
X
年
の
泰
、
ペ
ス
ト
が
墾
生
し
た
と
い
う
ま

つ
た
く
架
窒
的
な
物
謁
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
は
巾
杜
紀
の
臭
蒙
に
な
ら
つ
て
締
代
記
の
形
式
で
讐
か
れ
、
物
語
の
萱
農
途
上
で
、

作
者
の
個
人
的
な
省
察
や
・
臼
想
が
お
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

　
　
口
臥
ペ
ル
サ
ァ
．
ル
・
リ
ェ
サ
は
一
九
四
十
X
年
替
の
あ
る
朝
、
診
療
室
か
ら
閉
か
け
よ
う
と
し
亡
、
一
匹
の
死
ん
淀
鼠
に
つ
ま
づ
い
た
。

同
じ
夕
方
、
ま
た
一
匹
・
の
大
鼠
が
晴
い
廓
下
で
彼
の
足
も
と
に
倒
れ
た
。
町
で
は
審
か
る
人
人
の
眼
前
で
鼠
の
群
が
什
れ
て
行
く
。
そ
の

　
う
ち
病
人
が
赦
脚
し
、
高
熱
を
震
し
、
腕
に
良
む
を
生
じ
て
死
ん
で
行
く
。
　
　
　
　
．
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
　
　
・
■

　
　
ペ
ス
ト
！
　
最
初
の
閥
、
町
の
人
＾
は
ペ
ス
ト
淀
と
い
う
こ
と
カ
傭
じ
よ
う
と
し
な
い
。
そ
の
う
ち
流
行
病
は
お
そ
ろ
し
い
簑
い
で
ひ

ろ
が
つ
て
行
く
。
リ
ュ
ゥ
博
士
の
圏
硬
批
意
見
が
衛
生
委
員
ウ
を
麺
ヶ
、
竈
愈
手
段
が
請
ぜ
ら
牝
る
が
、
途
に
政
府
の
訓
令
止
よ
つ
て
オ

　
ラ
ソ
の
町
は
閉
鎮
さ
れ
る
o

　
　
二
う
し
た
蘭
讐
と
孤
狽
と
疫
痛
の
脅
腹
の
下
で
は
、
ふ
淀
ん
批
ら
ば
見
営
の
つ
か
な
い
人
＾
の
憧
俗
が
あ
ら
わ
に
浮
ぴ
あ
が
つ
て
く
る
。

　
そ
し
て
自
曲
を
炎
つ
た
市
毘
た
ち
の
間
に
は
螢
い
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
あ
る
。
講
も
彼
も
ペ
ス
ト
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
、
一
憂
心
と
不
安
と



m
焦
－
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
堪
え
幕
い
、
臼
妄
の
雰
鉋
気
、
人
間
の
｝
肺
炊
蟹
の
う
つ
ろ
い
は
巧
み
に
つ
た
え
て
い
る
が
、
カ
ユ
ミ
牡
、
そ

れ
ら
を
肚
む
的
な
角
度
か
ら
病
き
だ
す
こ
と
に
止
ま
ら
ナ
、
そ
う
し
た
邊
む
と
人
間
と
の
o
係
、
．
人
λ
の
性
俗
打
心
理
的
、
哲
箏
的
に
篶

き
幽
し
て
い
る
。

、
〃

　
饒
父
パ
ヌ
ル
ウ
は
、
オ
ラ
ソ
の
則
が
ペ
ス
ト
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
は
疎
虹
に
よ
る
も
の
で
、
正
し
い
人
間
は
恐
れ
す
、
　
一
切
を
饒
に

．
ま
か
せ
、
暴
を
悔
い
改
め
、
饒
に
所
り
を
捧
げ
る
こ
と
を
希
望
ナ
る
。

　
し
か
し
リ
ェ
ウ
博
士
は
饒
罰
が
市
民
の
上
に
下
さ
れ
る
と
い
う
詣
え
を
飼
得
で
き
な
い
。
彼
の
感
惰
は
カ
ミ
ュ
の
そ
れ
を
代
表
し
t
い

る
。
リ
ュ
ウ
博
士
は
バ
ヌ
ル
ウ
疎
父
の
よ
う
に
、
ペ
ス
ト
が
人
λ
の
眼
を
ひ
ら
き
、
自
昼
反
省
に
役
立
つ
と
は
考
え
な
い
。
病
の
徳
を
、
証

明
す
る
よ
り
、
ま
す
病
人
を
看
竈
す
る
こ
と
が
焦
眉
の
間
題
で
あ
る
。
カ
ミ
ュ
の
世
界
は
人
間
の
世
界
で
あ
つ
て
、
榊
の
世
界
で
は
な
い
o

饒
秘
の
世
界
は
リ
ニ
ウ
博
士
の
直
面
し
て
い
る
現
竈
の
殴
い
に
と
つ
て
は
桓
め
て
縁
遠
い
世
界
で
あ
る
。
偏
仰
や
理
想
の
間
魑
を
中
心
と

し
て
、
幼
兇
の
竈
命
に
傲
り
を
感
じ
る
リ
ュ
ウ
博
士
と
、
．
そ
れ
を
享
受
す
る
パ
ヌ
ル
ウ
脚
父
と
の
に
か
わ
さ
れ
る
幼
兇
の
日
來
に
の
場
面

、
は
、
焦
疎
台
者
と
し
て
の
カ
ミ
ュ
の
凪
貌
、
賞
存
主
簑
者
、
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
し
て
の
彼
の
植
界
を
は
つ
き
り
現
わ
レ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
．
「
そ
り
や
見
る
に
忍
ぴ
な
い
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
私
ど
も
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
で
す
か
ら
。
し
か
し
、
私
ど
も
は
、
私
た
ち
に
理
口
で

　
き
な
い
こ
と
を
愛
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
．
せ
ん
」

そ
れ
に
謝
し
て
リ
ュ
ゥ
は
反
劃
す
る
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
’

　
　
　
「
い
い
え
、
饒
父
、
私
は
憂
と
い
3
も
の
に
つ
い
て
別
な
考
え
方
を
し
て
い
ま
す
．
私
は
、
罪
も
科
も
な
い
平
供
た
ち
が
蟹
胸
に
が
げ
ら
れ
る
と
い

　
つ
た
，
遣
主
の
仕
簑
を
憂
す
る
こ
と
を
死
胞
ま
で
重
み
つ
づ
け
る
で
し
よ
う
』

　
そ
れ
に
劃
し
て
一
口
父
バ
ヌ
ル
ウ
は
悲
し
げ
に
容
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ξ
具
．
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
「
私
に
恒
た
り
た
今
、
人
が
8
口
と
よ
ん
で
い
る
も
の
が
伺
で
あ
る
か
口
つ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
o
」

．
蛎



ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、
－
●
’

　
邊
日
、
ベ
ス
ト
ピ
の
口
い
に
グ
ユ
ウ
は
総
の
よ
う
に
遼
れ
だ
、
彼
は
ペ
ス
ト
と
破
う
唯
一
．
伽
カ
洪
帖
誠
竈
さ
で
あ
ム
∴
．
思
り
た
。
つ
ま
．
洲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
“
’
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
’
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

り
彼
の
場
合
、
そ
れ
は
彼
の
仕
事
を
果
す
こ
と
で
あ
つ
た
。

．
コ
が
す
ぎ
赦
が
く
る
と
ペ
ス
ト
も
蓑
え
は
じ
め
、
す
み
渡
つ
た
参
察
の
下
で
希
望
の
徴
光
が
き
ざ
し
て
き
た
、
圖
い
は
悠
り
、
二
月
に

オ
ラ
ン
の
扉
は
開
か
れ
た
。
人
左
が
ペ
ス
ト
の
悪
疫
の
さ
な
か
で
砕
ぴ
得
た
こ
と
は
、
「
人
間
の
う
ち
に
は
、
感
嗅
す
ぺ
き
も
の
が
、
侮
蔑

す
べ
き
も
σ
よ
り
劣
く
見
ら
巾
る
と
い
う
こ
と
」
そ
し
て
長
い
醐
の
倶
機
を
逝
じ
て
「
人
が
常
に
欲
し
て
時
火
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
人
間
の
愛
構
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。

　
冒
蜘
リ
ュ
ウ
が
こ
の
ペ
ス
ト
と
の
國
い
の
物
諦
を
梅
き
綴
ろ
づ
と
決
心
し
た
の
は
、
向
己
の
心
帖
や
脆
験
を
炎
閉
す
る
乎
殴
を
持
た
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
’
．

人
々
の
た
め
、
ベ
ス
．
ト
に
製
わ
れ
た
人
λ
に
有
利
な
諦
言
を
行
う
た
め
、
彼
ら
に
樹
し
て
行
わ
れ
た
非
述
と
暴
膿
の
、
せ
め
て
の
思
い
舳

花
け
で
も
凄
し
て
捨
く
た
め
、
そ
し
て
天
災
の
ぎ
な
か
で
致
え
ら
れ
る
こ
と
、
卿
ち
人
閥
の
な
か
に
は
軽
漉
す
ぺ
き
も
の
よ
少
も
、
讃
爽

す
べ
き
も
の
の
カ
が
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
を
蓮
べ
る
た
め
で
あ
つ
た
の
だ
o

　
し
か
し
彼
と
し
て
も
こ
の
記
録
が
決
定
的
な
勝
利
の
紀
録
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
知
つ
て
い
た
。
市
中
か
ら
立
ち
外
る
薪
悦
の
叫
ぴ
．

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
リ
ュ
ゥ
は
こ
の
喜
撹
か
常
に
捨
ぴ
や
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
作
訴
カ
ミ
ュ
は
能
後

に
わ
れ
廿
れ
を
寄
め
㌃
る
。

　
　
『
ペ
ス
ト
菌
は
決
し
て
死
ぬ
こ
と
も
、
滴
減
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
仙
十
年
㎜
…
で
も
、
眠
り
つ
つ
坐
浄
十
る
こ
と
が
で
さ
る
の
北
・
…
：
そ
し

　
て
、
お
そ
ら
く
い
っ
か
は
、
人
脚
に
不
幸
と
教
翻
を
も
た
ら
す
だ
め
に
、
ベ
ス
ト
が
珊
ぴ
そ
の
嵐
ど
も
を
呼
ぴ
さ
ま
し
、
彼
ら
を
ど
・
」
か
の
宰
幅
な
郁

　
○
に
死
な
せ
に
差
し
む
け
る
圓
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
、

　
カ
ミ
ェ
が
こ
の
小
読
の
最
後
で
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
職
箏
は
人
類
の
ざ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
ペ
ス
ト
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

人
類
の
知
蟄
ピ
文
明
が
進
歩
す
る
し
つ
れ
て
、
激
烈
な
破
鼠
を
と
も
な
う
職
箏
が
襲
い
か
か
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
常
融
的
な
考
え



で
あ
り
、
再
ぴ
世
界
中
の
人
＾
が
瞭
争
に
理
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
二
の
時
、
載
導
が
拾
そ
い
か
か
つ
た
と
き
、
人
間
は
ど
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

・
生
き
る
か
を
取
扱
つ
た
こ
の
小
読
は
、
そ
れ
を
さ
け
得
る
一
・
づ
の
遣
を
示
し
で
い
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
人
聞
サ
重
の
精
瀞
で
あ
り
、
人
間

．
僑
姻
一
の
精
疎
で
あ
る
o

　
　
《
人
閥
の
中
に
は
、
硬
蔑
す
べ
き
も
の
よ
Φ
も
、
讃
芙
す
ぺ
き
も
の
の
方
が
多
く
あ
る
》
と
い
う
こ
と
を
自
梵
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
．
読
護
な
作
家
で
あ
る
カ
ミ
ュ
は
、
こ
の
人
間
偏
頼
の
歌
藤
を
徽
え
る
に
あ
た
つ
て
、
英
雌
や
憂
者
に
な
ろ
う
と
は
せ
す
人
間
か
ら
不
幸

・
を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
の
で
き
る
唇
蜘
の
よ
う
な
ユ
マ
ニ
ス
ト
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
奉
仕
的
、
克
己
的
ユ
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
り
、

　
キ
リ
ス
．
ト
教
に
代
る
べ
き
、
新
し
い
ヒ
ュ
ド
｝
二
一
ズ
ム
の
誕
生
な
わ
れ
れ
れ
ば
こ
こ
に
み
る
の
で
あ
る
。
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